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「
連
立
与
党
代
表
」は
風
前
の
灯

ジ
ル
社
共
同
経
営
者
の
ウ
ェ

リ
ン
ト
ン
・
ヴ
ォ
ル
パ
ト
容

疑
者
の
６
人
で
、
罪
状
は
贈

収
賄
、
入
札
詐
欺
、
資
金
洗

浄
、
横
領
だ
。

　

パ
ラ
ナ
州
内
の
都
市
を

結
び
、
全
長
２
４
０
０
キ

ロ
に
及
ぶ
有
料
高
速
道
路

「
ア
ネ
ル
・
イ
ン
テ
グ
ラ
ソ

ン
」
は
１
９
９
７
年
に
民
営

化
（
２
４
年
間
の
運
営
権
委

譲
）
さ
れ
、
６
区
画
中
の
１

区
画
を
Ｅ
社
が
落
札
。
Ｄ
Ｅ

Ｒ
の
レ
ア
ル
容
疑
者
は
、
Ｅ

社
か
ら
賄
賂
を
受
け
取
り
、

同
社
が
管
理
す
る
区
間
の
通

行
料
の
不
当
な
引
き
上
げ
を

認
め
た
疑
い
が
も
た
れ
て
い

る
。

　

検
察
に
よ
る
と
、
レ
ア
ル

容
疑
者
は
５
０
万
レ
ア
ル

を
支
払
っ
た
だ
け
で
、
時
価

　

エ
ン
リ
ケ
・
メ
イ
レ
レ
ス
財
相
は
２
２
日
、
１
０
月
の
大
統
領
選
に
関
し
、
た

と
え
テ
メ
ル
大
統
領
と
対
決
す
る
こ
と
に
な
っ
て
も
出
馬
す
る
意
向
で
あ
る
こ
と

を
明
か
し
た
。
だ
が
、
メ
イ
レ
レ
ス
氏
を
め
ぐ
る
状
況
は
厳
し
い
と
、
２
３
日
付

エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
て
い
る
。

氏
擁
立
に
難
色
を
示
し
て
い

る
と
報
じ
ら
れ
は
じ
め
た
こ

と
が
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ

に
拍
車
を
か
け
た
。
テ
メ
ル

大
統
領
も
「（
メ
イ
レ
レ
ス

氏
は
）
財
相
の
ま
ま
で
い
て

ほ
し
い
」
と
い
う
発
言
も
行

い
は
じ
め
て
い
る
。

　

事
実
、
メ
イ
レ
レ
ス
氏
が

出
馬
を
希
望
し
て
も
状
況
は

苦
し
い
。
Ｐ
Ｓ
Ｄ
党
首
で
元

聖
市
市
長
の
ジ
ル
ベ
ル
ト
・

カ
サ
ビ
氏
は
す
で
に
、
大
統

領
選
で
は
民
主
社
会
党
（
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
の
ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・

ア
ウ
キ
ミ
ン
聖
州
知
事
を
支

持
す
る
こ
と
を
表
明
し
て
い

る
。
Ｐ
Ｓ
Ｄ
と
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の

間
で
は
、
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ

ア
聖
市
市
長
が
聖
州
知
事
選

に
出
馬
す
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｄ
か
ら
副
候

補
を
出
す
、
と
い
う
交
渉
ま

で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

も
し
、
Ｐ
Ｓ
Ｄ
か
ら
の
出

馬
が
か
な
わ
な
い
場
合
は
、

４
月
７
日
ま
で
な
ら
他
党
に

移
籍
し
て
の
出
馬
が
可
能
だ

が
、
メ
イ
レ
レ
ス
氏
は
こ
こ

で
も
苦
し
い
。
同
氏
と
関
係

　

聖
市
西
部
モ
ル
ン
ビ
の

ダ
ヴ
ィ
・
ベ
ン
・
グ
リ
オ
ン

通
り
の
交
差
点
で
２
１
日

夜
、
両
替
商
を
営
む
ロ
ジ
ェ

リ
オ
・
ペ
レ
イ
ラ
・
ジ
ュ
ニ

オ
ル
氏
（
３
６
）
が
、
い
き

な
り
銃
弾
を
浴
び
る
惨
事
が

起
き
た
。
ペ
レ
イ
ラ
氏
は
信

号
待
ち
で
停
ま
っ
た
と
こ
ろ
、

の
良
い
他
の
党
と
し
て
は
ブ

ラ
ジ
ル
共
和
党
（
Ｐ
Ｒ
Ｂ
）

が
あ
る
が
、
同
党
も
す
で
に

民
主
党
（
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
の
ロ
ド

リ
ゴ
・
マ
イ
ア
下
院
議
長
を

推
す
方
針
を
固
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
メ
イ
レ
レ
ス
氏

が
大
統
領
選
に
出
馬
す
る
場

合
は
、
４
月
ま
で
に
は
財
相

の
座
を
降
り
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
う
な
っ
た
場
合
、

自
身
の
進
め
て
い
た
経
済
政

策
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
危

険
性
も
あ
る
。

　

メ
イ
レ
レ
ス
氏
に
可
能
性

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
民
主
運

動
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
内
部
に
、
テ

メ
ル
氏
続
投
の
た
め
の
出
馬

に
難
色
を
示
し
て
い
る
人
た

ち
が
少
な
く
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。
彼
ら
を
取
り
込
ん
で

Ｍ
Ｄ
Ｂ
や
連
立
政
党
を
説
得

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な

ら
ば
、
逆
転
の
可
能
性
は
な

大
統
領
選
の
強
い
意
欲
語
る

２
５
０
万
レ
の
Ｓ
Ｃ
州
バ
ウ

ネ
ア
リ
オ
・
コ
ン
ボ
リ
ウ
市

の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
受
け
取
っ
た

と
い
う
。

　

パ
ラ
ナ
州
の
官
房
庁
職
員

の
カ
ル
ロ
ス
・
ナ
ッ
セ
ル
氏

に
も
逮
捕
状
が
要
請
さ
れ
た

が
、
ク
リ
チ
ー
バ
地
裁
の
セ

ル
ジ
オ
・
モ
ロ
判
事
は
同
氏

は
高
齢
だ
と
し
て
こ
れ
を
却

下
。
し
か
し
、
検
察
は
パ
ラ

ナ
州
庁
舎
、
イ
グ
ア
ス
宮
の

家
宅
捜
索
と
本
人
か
ら
の
事

情
聴
取
の
許
可
を
得
た
。
本

人
も
聴
取
に
応
じ
た
。

　

ナ
ッ
セ
ル
氏
は
ベ
ッ
ト
・

リ
ッ
シ
ャ・パ
ラ
ナ
州
知
事（
民

主
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
に

と
っ
て
、
副
知
事
に
次
ぐ
腹

心
だ
っ
た
が
、同
知
事
は
「
事

件
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
る

ま
で
」
と
の
期
限
付
き
で
、

ナ
ッ
セ
ル
氏
を
一
時
的
に
職
か

ら
解
い
た
。

事
務
局
長
の
ネ
ル
ソ
ン
・
レ

ア
ル
容
疑
者
、
Ｄ
Ｅ
Ｒ
職
員

の
オ
ス
カ
ル
・
ガ
イ
ェ
ル
容

疑
者
、
パ
ラ
ナ
州
の
国
道
管

理
会
社
エ
コ
ノ
ル
テ
（
Ｅ
）

社
社
長
エ
リ
オ
・
オ
ガ
マ
容

疑
者
、
同
社
社
員
の
サ
ン
ド

ロ・
デ
・
リ
マ
容
疑
者
、
リ
オ
・

チ
バ
ジ
社
役
員
の
レ
オ
ナ
ル

ド
・
ゲ
ー
ラ
容
疑
者
、
建
設

会
社
エ
コ
・
ス
ー
ル
・
ブ
ラ

　

今
年
最
初
の
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
（
Ｌ
Ｊ
）
作
戦
と

な
る
Ｌ
Ｊ
作
戦
第
４
８
弾
、

イ
ン
テ
グ
ラ
ソ
ン
作
戦
が

２
２
日
に
発
動
。
パ
ラ
ナ
州

を
始
め
、
聖
州
、
リ
オ
州
、

サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
（
Ｓ
Ｃ
）

州
を
対
象
に
、
５
０
の
捜
査

押
収
令
状
と
、
六
つ
の
期
限

付
逮
捕
令
状
が
執
行
さ
れ
た

と
、
２
２
、２
３
日
付
伯
字

紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

５
日
間
の
期
限
付
き
で
逮

捕
さ
れ
た
の
は
、
パ
ラ
ナ
州

道
路
局
（
Ｄ
Ｅ
Ｒ
―
Ｐ
Ｒ
）

州
道
路
で
通
行
料
不
当
引
き
上
げ

ベ
国
人
の
Ｓ
Ｕ
Ｓ
利
用
急
増

州
知
事
の
腹
心
に
も
捜
査
の
手

　

今
回
の
作
戦
は
、
Ｅ
社
元

社
員
の
ロ
ド
リ
ゴ
・
ド
ゥ
ラ
ン

容
疑
者
と
ア
ジ
ル
・
ア
ッ
サ

ジ
容
疑
者
氏
に
関
す
る
連
警

の
捜
査
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

た
。
ド
ゥ
ラ
ン
氏
と
ア
ッ
サ
ジ

容
疑
者
は
、
共
に
別
件
の
Ｌ

Ｊ
作
戦
で
捜
査
対
象
と
な
っ

て
い
る
。
ア
ッ
サ
ジ
容
疑
者
は

既
に
逮
捕
さ
れ
、
報
奨
付
供

述
も
行
っ
て
い
る
が
、
ド
ゥ
ラ

ン
シ
容
疑
者
は
ス
ペ
イ
ン
に
逃

亡
中
だ
。

　

Ｅ
社
は
２
０
０
５
年
か

ら
１
５
年
に
２
３
億
レ
ア
ル

の
通
行
料
を
徴
収
し
、
そ
の

内
の
３
億
４
３
０
０
万
レ
ア

ル
が
道
路
補
修
工
事
契
約
の

支
払
い
の
名
目
で
Ｅ
社
の
子

会
社
に
回
っ
た
。
そ
の
内
の

１
億
１
千
万
レ
ア
ル
は
Ｅ
社

の
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
会
社
に
回

り
、
更
に
、
６
３
０
０
万
レ

ア
ル
が
ペ
ー
パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー

に
流
れ
た
と
い
う
。

ル
大
統
領
が
、
再
選
を
目
指

し
て
出
馬
す
る
の
で
は
と
い

う
説
が
有
力
視
さ
れ
は
じ
め

た
の
を
受
け
て
の
こ
と
だ
。

　

同
氏
は
「
た
と
え
テ
メ
ル

氏
が
出
馬
す
る
こ
と
に
な
っ

て
も
、
そ
れ
で
出
馬
を
た
め

ら
う
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な

い
」
と
ま
で
語
っ
た
。

　

メ
イ
レ
レ
ス
氏
は
今
年
の

は
じ
め
頃
ま
で
、
景
気
を
回

復
さ
せ
た
実
績
を
買
わ
れ
、

「
連
立
与
党
を
代
表
す
る
大

統
領
選
の
最
有
力
候
補
」
と

目
さ
れ
、
本
人
も
そ
れ
を
意

識
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
は
じ
め
て
い
た
。

　

だ
が
、
世
論
調
査
で
の
支

持
率
が
２
％
と
低
い
た
め
に

そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
揺
ら
ぎ
、

さ
ら
に
所
属
の
社
会
民
主
党

（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
が
メ
イ
レ
レ
ス

「民営化で必ずしも汚職がなくなるわけで
はない」と語る、カルロス・リマ検察官
（Rovena Rosa/Arquivo/Agência Brasil）

１９日にテレビ出演した際のメイレレス氏
（Gabriel Cardoso/SBT）

最
終
判
断
は
４
月
４
日
ま
で

ロライマ州

き
に
し
も
あ
ら
ず
だ
。

　

メ
イ
レ
レ
ス
氏
は
２
２

日
、
大
統
領
選
に
は
出
馬
し

な
い
と
決
め
た
と
き
は
、
現

政
権
が
終
わ
る
ま
で
財
相
に

留
ま
る
が
、
次
期
大
統
領
か

ら
財
相
に
と
乞
わ
れ
た
と
き

に
は
、
断
る
意
向
で
あ
る
こ

と
も
明
ら
か
に
し
た
。

路
肩
か
ら
武
装
し
た
男
性
が

現
れ
、
ペ
レ
イ
ラ
氏
に
向
け

て
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
越
し

に
最
低
で
も
１
２
発
の
銃
弾

を
放
っ
た
と
い
う
。
ペ
レ
イ
ラ

氏
は
顔
や
首
な
ど
に
銃
弾
を

浴
び
、
病
院
に
運
ば
れ
た
が

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
だ
。

犯
人
は
バ
イ
ク
に
相
乗
り
し

て
逃
げ
、
現
在
も
逃
走
中
だ
。

モ
ル
ン
ビ
で
は
２
０
日
に
も

携
帯
電
話
強
盗
が
２
０
歳
の

青
年
を
殺
す
事
件
が
発
生
。

近
隣
住
民
に
恐
怖
が
広
が
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

Ｓ
Ｐ
ト
ラ
ン
ス
社
に
よ

る
と
、
２
０
１
７
年
の
聖

市
民
に
よ
る
バ
ス
の
利
用
回

数
は
昨
年
比
約
２
％
減
の

２
８
億
６
２
０
０
万
回
で
、

昨
年
よ
り
５
千
万
回
少
な
い

だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
１
０

年
間
で
最
少
だ
っ
た
。
ハ
ダ

ジ
前
市
長
の
時
に
導
入
さ
れ

た
「
月
極
ビ
リ
ェッ
テ
・
ウ
ニ

コ
」（
購
入
時
に
料
金
を
払
い
、

後
は
乗
り
放
題
）
の
利
用
者

は
８
カ
月
間
で
半
分
に
減
っ

た
と
い
う
。
市
側
は
休
日
が

多
か
っ
た
り
し
た
た
め
と
し
て

い
る
が
、
専
門
家
は
一
部
の

料
金
値
上
げ
や
不
況
、
失
業

な
ど
も
影
響
し
て
い
た
と
い

う
。
こ
れ
か
ら
ま
た
利
用
者

が
増
え
れ
ば
良
い
が
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
週
末
は
サ
ッ
カ
ー
の
聖

州
選
手
権
第
９
節
が
行
わ
れ

る
が
、
注
目
は
何
と
い
っ
て

も
、
今
年
初
対
決
と
な
る
コ

リ
ン
チ
ャ
ン
ス
対
パ
ル
メ
イ
ラ

ス
戦（
２
４
日
、イ
タ
ケ
ロ
ン
）

だ
ろ
う
。
州
選
手
権
は
ま
だ

グ
ル
ー
プ
・
リ
ー
グ
の
段
階

だ
が
、
応
援
団
の
盛
り
上
が

り
や
い
か
に
。
同
選
手
権
グ

ル
ー
プ
・
リ
ー
グ
も
残
り
４

戦
。
両
チ
ー
ム
共
、
そ
ろ
そ

ろ
順
当
に
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
進
出
を
決
め
て
お
き
た
い

と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　

聖
州
地
方
医
師
協
議
会

（
Ｃ
ｒ
ｅ
ｍ
ｅ
ｓ
ｐ
）
が

２
２
日
に
、
２
０
１
７
年

１
０
月
に
行
っ
た
、
医
学
部

を
修
了
す
る
医
学
生
を
対
象

と
す
る
医
師
技
能
判
定
試
験

の
結
果
を
発
表
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
今
回
の
試
験
で

は
受
験
者
の
６
割
以
上
が
合

格
し
た
が
、
基
本
的
な
知
識

さ
え
な
い
受
験
者
も
多
か
っ

た
と
、
２
３
日
付
エ
ス
タ
ー

ド
紙
が
報
じ
た
。

　

２
６
３
６
人
の
受
験
者
の

内
、
合
格
者
は
１
７
０
２
人

で
、
合
格
率
は
６
４
・
６
％

だ
っ
た
。
こ
の
試
験
は
正
答

率
６
割
以
上
が
合
格
ラ
イ
ン

で
、
受
験
者
の
６
割
合
格
は

同
試
験
初
の
快
挙
だ
。

　

し
か
し
、
学
生
の
８
８
％

が
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
）
の
結
果
を
正
し

く
判
定
で
き
ず
、
７
８
％
が

真
性
糖
尿
病
の
診
断
を
誤
っ

た
。
ま
た
、
シ
ャ
ー
ガ
ス
な

ど
の
寄
生
虫
病
の
知
識
不
足

の
受
験
者
が
６
０
％
、
急
性

虫
垂
炎
だ
と
見
抜
け
な
か
っ

た
受
験
者
が
４
０
％
い
た
。

　

Ｃ
ｒ
ｅ
ｍ
ｅ
ｓ
ｐ
第
１
書

記
官
の
ブ
ラ
ウ
リ
オ
・
ル
ナ

氏
は
、「
こ
の
試
験
の
難
易

度
は
中
か
そ
れ
以
下
だ
。
糖

尿
病
や
乳
が
ん
を
診
断
で
き

な
い
よ
う
で
は
現
場
で
も
役

立
た
な
い
し
、
諸
外
国
で

は
医
師
と
認
め
ら
れ
な
い
。

我
々
は
医
学
校
に
、
学
生
に

補
習
を
行
う
こ
と
を
提
案
し

て
い
る
」
と
語
る
。

　

合
格
率
自
体
は
１
６
年
の

４
３
・
６
％
か
ら
６
４
・
６
％

に
上
が
っ
た
が
、
ブ
ラ
ウ
リ

オ
氏
は
満
足
せ
ず
、「
目
標

は
８
５
％
以
上
の
合
格
率
。

公
立
校
で
９
５
％
の
合
格
率

を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
」
と
し
た
。

　

同
試
験
は
受
験
義
務
こ
そ

な
い
が
、
１
５
年
よ
り
、
聖

州
や
聖
市
の
保
健
局
、
ア
ル

ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
病
院
や
シ
リ
オ
・
リ
バ
ネ

ス
病
院
な
ど
が
研
修
医
採
用

の
判
定
基
準
と
し
て
い
る
。

　

Ｃ
ｒ
ｅ
ｍ
ｅ
ｓ
ｐ
は
今
、

同
試
験
を
全
伯
で
義
務
付
け

る
よ
う
な
法
制
定
を
求
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
署
名
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　
【
既
報
関
連
】
ロ
ラ
イ
マ

州
保
健
局
が
２
２
日
、
同

州
内
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
人
急
増

に
伴
い
、
２
０
１
７
年
に
同

州
の
公
共
医
療
機
関
を
利

用
し
た
同
国
人
は
４
年
前
の

２
３
４
９
倍
に
達
し
た
と
発

表
し
た
と
２
２
日
付
ア
ジ
ェ

ン
シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
が
報
じ

た
。

　

こ
の
報
告
は
、
ブ
ラ
ジ
リ

ア
で
行
わ
れ
た
汎
米
保
健
機

構
（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｓ
）
の
会
議
で

な
さ
れ
た
。
同
州
で
の
ベ
国

人
に
よ
る
医
療
機
関
利
用
に

関
す
る
統
計
は
１
４
年
か
ら

取
ら
れ
て
お
り
、
初
年
に
統

一
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ

Ｕ
Ｓ
）
を
利
用
し
た
ベ
国

人
は
７
６
６
人
だ
っ
た
が
、

１
７
年
は
１
万
８
千
人
に
及

ん
だ
と
い
う
。

　

ベ
国
人
に
よ
る
Ｓ
Ｕ
Ｓ
利

用
急
増
の
例
は
、
今
年
１
月

に
Ｓ
Ｕ
Ｓ
を
利
用
で
き
る
産

院
の
一つ
が
扱
っ
た
出
産
回
数

が
１
８
０
件
に
上
っ
た
と
の

報
告
だ
。
州
都
の
ボ
ア
・
ヴ
ィ

ス
タ
に
住
む
ベ
国
人
は
同
市

の
人
口
の
１
割
強
（
推
定

４
万
人
）
で
あ
る
事
と
、
従

来
の
出
産
数
は
１
５
〜
２
０

件
／
日
だ
っ
た
事
を
考
え
る

と
、
ベ
国
人
の
Ｓ
Ｕ
Ｓ
利
用

の
多
さ
が
窺
わ
れ
る
。

　

同
会
議
で
は
、
伯
国
で
は

２
０
１
５
年
に
撲
滅
し
た
と

さ
れ
る
は
し
か
の
患
者
が
、

ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ
市
内
で
確

認
さ
れ
た
事
へ
の
言
及
も
な

さ
れ
た
。
現
在
ま
で
に
感
染

が
確
認
さ
れ
た
患
者
は
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
か
ら
来
た
１
歳
児
１

人
の
み
だ
が
、
そ
の
他
に
、

伯
人
１
人
を
含
む
子
供
７
人

（
７
カ
月
〜
１
０
歳
、
男
児

５
人
、
女
児
２
人
）
の
感
染

が
疑
わ
れ
、
検
査
中
だ
。

　

患
者
の
家
族
は
ベ
国
人
の

収
容
施
設
に
住
ん
だ
後
に
同

市
内
の
広
場
で
野
宿
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
同

州
保
健
局
は
先
週
末
、
州
都

の
収
容
施
設
に
い
た
ベ
国
人

２
千
人
に
予
防
接
種
を
施
し

た
。
伯
国
保
健
省
は
、
は
し

か
に
関
す
る
対
策
を
採
る
た

め
の
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
た

他
、
同
州
に
送
る
３
種
混
合

（
は
し
か
、
流
行
性
耳
下
腺

炎
、
風
疹
）
の
ワ
ク
チ
ン
を

４
千
人
分
か
ら
８
万
４
千
人

分
に
増
や
す
事
や
、
同
州
の

医
療
関
係
者
の
訓
練
を
行
う

事
を
決
め
て
い
る
。

　

ベ
国
の
医
療
状
況
は
悪
化

の
一
途
で
、
は
し
か
や
マ
ラ

リ
ヤ
が
流
行
状
態
に
な
っ
て

い
る
。
２
１
日
に
は
、
同
国

民
の
６
１
・
２
％
は
極
貧
状

態
、
２
５
・
８
％
は
貧
困
状

態
に
あ
り
、
６
１
％
は
食
料

が
な
く
、
空
腹
の
ま
ま
就
寝

し
て
い
る
事
、
１
７
年
の
同

国
民
の
平
均
体
重
は
１
１
キ

ロ
減
っ
た
事
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
。
同
国
内
の
複
数
の
大

学
が
協
力
し
て
行
っ
た
調
査

に
よ
れ
ば
、
貧
困
や
犯
罪
増

加
な
ど
の
理
由
で
転
居
や
国

外
脱
出
を
考
え
て
い
る
人
も

４
１
％
い
た
と
い
う
。

　

世
界
的
投
資
信
託
の
権
威

フ
ィ
ッ
チ
が
２
３
日
に
伯
国

国
債
の
格
付
を
引
き
下
げ
、

財
界
に
波
紋
が
広
が
っ
て
い

る
。
２
３
日
付
伯
字
サ
イ
ト

が
報
じ
て
い
る
。

　

フ
ィ
ッ
チ
は
こ
の
日
、
伯

国
の
ラ
ン
ク
を
「
Ｂ
Ｂ
」
か

ら
「
Ｂ
Ｂ
マ
イ
ナ
ス
」
に
下

げ
た
。
こ
れ
は
１
月
に
、
同

じ
く
信
託
の
権
威
で
あ
る
Ｓ

＆
Ｂ
（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
＆
プ

ア
ー
ズ
）
が
伯
国
国
債
の
格

付
を
下
げ
た
と
き
と
同
じ
位

置
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
伯
国
国
債
の
格
付
は
、

「
投
資
適
格
級
」
と
さ
れ
る

階
級
か
ら
３
階
級
下
ま
で
下

げ
ら
れ
た
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
格
付
降
下
は
、
連

邦
政
府
が
リ
オ
州
の
治
安
へ

の
直
接
統
治
発
令
後
、
社
会

保
障
制
度
改
革
案
承
認
を
一

時
見
送
る
と
の
決
断
を
下
し

た
こ
と
を
フ
ィ
ッ
チ
が
重
く

見
た
た
め
に
起
こ
っ
た
。

　

伯
国
の
景
気
は
回
復
に
向

か
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
景

気
後
退
後
に
弱
ま
っ
た
投
資

の
活
性
化
が
さ
ら
に
遠
の
く

可
能
性
が
強
ま
っ
た
。

　

フ
ィ
ッ
チ
に
よ
る
格
付
引

き
下
げ
の
報
を
受
け
、
財
務

省
は
「
将
来
の
安
定
し
た
経

済
成
長
を
目
指
す
べ
く
、
引

き
続
き
、
社
会
保
障
制
度
の

改
革
は
進
め
て
い
く
」
と
の

声
明
を
出
し
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

2月23日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.2400  R$
買　3.2388  R$

円相場
売　0.0304  R$
買　0.0304  R$

「テメルを敵に回しても出馬」
　

メ
イ
レ
レ
ス
氏
が
エ
ス

タ
ー
ド
紙
に
対
し
て
こ
の
発
言
を
行
っ
た
の
は
、
当
初
、

不
出
馬
の
予
定
だ
っ
た
テ
メ

９
割
が
乳
が
ん
判
定
で
き
ず

基
礎
知
識
に
欠
け
る
医
学
生

１
７
年
は
１
４
年
の
２
３
０
０
倍
に

メイレレス
ＬＪ４８弾

パ
ラ
ナ
州
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
に
捜
査
の
メ
ス

（２）２０１８年 第４９４３号 ２月 ２４日 （土曜日）

聖 州

伯
国
国
債
の
格
付
引
き
下
げ

社
会
保
障
制
度
改
革
の
断
念
で

フィッチ



　

東と
う

京き
ょ
う

都と

千ち

代よ

田だ

区く

麹こ
う
じ

町ま
ち

の
あ
る
八や

百お

屋や

さ
ん
は
近き

ん

所じ
ょ

の

５
軒け

ん

の
店み

せ

と
と
も
に
５
２
坪つ

ぼ

の
土と

地ち

に
９
階か

い

建だ

て
の
共

き
ょ
う

同ど
う

ビ
ル

を
建た

て
て
い
た
。
平へ

い

成せ
い

３
（
１
９
９
１
）
年ね

ん

１
月が

つ

に
店て

ん

主し
ゅ

が

亡な

く
な
り
、
店て

ん

舗ぽ

部ぶ

分ぶ
ん

に
課か

せ
ら
れ
た
相そ

う

続ぞ
く

税ぜ
い

１
億お

く

数す
う

千せ
ん

万ま
ん

円え
ん

が
息む

す

子こ

夫ふ
う

婦ふ

に
ふ
り
か
か
っ
て
き
た
。
共

き
ょ
う

同ど
う

ビ
ル
な
の
で
売う

ろ
う
に
も
売う

れ
ず
に
、
や
む
な
く
税ぜ

い

務む

署し
ょ

に
は
延え

ん

納の
う

を
申し

ん

請せ
い

し
た
。

　

息む
す

子こ

は
「
自じ

分ぶ
ん

の
残の

こ

り
の
人じ

ん

生せ
い

は
２
０
年ね

ん

間か
ん

税ぜ
い

金き
ん

を
払は

ら

い

続つ
づ

け
る
こ
と
な
の
か
」
と
悔く

や
ん
で
い
た
が
、
同ど

う

年ね
ん

１
２
月が

つ

、

く
も
膜ま

く

下か

出し
ゅ
っ

血け
つ

で
突と

つ

然ぜ
ん

、
他た

界か
い

し
た
。
ま
だ
５
８
歳さ

い

だ
っ
た

が
、
医い

者し
ゃ

に
は
「
心し

ん

労ろ
う

が
重か

さ

な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
」
と
言い

わ

れ
た
。

　

新あ
ら

た
に
１
億お

く

８
千せ

ん

万ま
ん

円え
ん

の
相そ

う

続ぞ
く

税ぜ
い

が
未み

亡ぼ
う

人じ
ん

に
か
か
っ
て
き

た
。
第だ

い

一い
っ

回か
い

分ぶ
ん

の
１
８
０
０
万ま

ん

円え
ん

は
保ほ

険け
ん

金き
ん

や
預よ

貯ち
ょ

金き
ん

を
取と

り
崩く

ず

し
て
、
な
ん
と
か
支し

払は
ら
っ
た
が
、
第だ

い

２
回か

い

分ぶ
ん

の
支し

払は
ら

い
の

目め

処ど

は
立た

っ
て
い
な
い
。
未み

亡ぼ
う

人じ
ん

は
こ
う
嘆な

げ

く
。

　

義ぎ

父ふ

は
優ゆ

う

良り
ょ
う

納の
う

税ぜ
い

者し
ゃ

で
税ぜ

い

務む

署し
ょ

か
ら
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うさ
れ
た
人ひ

と

で

す
。
八や

百お

屋や

と
い
う
商

し
ょ
う

売ば
い

は
、引ひ

っ
越こ

し
し
て
で
き
る
も
の
じ
ゃ

な
い
ん
で
す
。税ぜ

い

務む

署し
ょ

に
は
同ど

う

情じ
ょ
うし
て
く
れ
る
人ひ

と

も
い
ま
す
が
、

「
制せ

い

度ど

は
制せ

い

度ど

だ
か
ら
」
と
い
う
ば
か
り
。
生せ

い

活か
つ

さ
せ
て
い
た

だ
い
た
残の

こ

り
で
、
相そ

う

続ぞ
く

税ぜ
い

を
払は

ら

う
と
い
う
こ
と
で
は
い
け
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。［
１
，
ｐ
１
２
６
］

　

現げ
ん

代だ
い

の
相そ

う

続ぞ
く

税ぜ
い

は
、
優ゆ

う

良り
ょ
う

納の
う

税ぜ
い

者し
ゃ

が
一い

っ

生し
ょ
うか
か
っ
て
築き

ず

き

上あ

げ
た
店み

せ

を
一い

ち

代だ
い

で
取と

り
つ
ぶ
し
、
息む

す

子こ

の
命い

の
ち
を
奪う

ば

い
、
残の

こ

さ

れ
た
未み

亡ぼ
う

人じ
ん

の
住す

む
家い

え

ま
で
取と

り
上あ

げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
江え

戸ど

時じ

代だ
い

の
如い

何か

な
悪あ

く

代だ
い

官か
ん

で
も
な
し
え
な
か
っ
た
悪あ

く

行ぎ
ょ
うで
あ

る
。

　

悪わ
る

知ぢ

恵え

の
あ
る
人ひ

と

な
ら
、
会か

い

社し
ゃ

組そ

織し
き

で
も
作つ

く
っ
て
所し

ょ

得と
く

税ぜ
い

も

相そ
う

続ぞ
く

税ぜ
い

も
逃の

が

れ
た
ろ
う
。
こ
の
八や

百お

屋や

さ
ん
一い

っ

家か

の
よ
う
な
ま

じ
め
な
納の

う

税ぜ
い

者し
ゃ

は
身み

の

代し
ろ

を
つ
ぶ
し
て
し
ま
い
、
悪わ

る

知ぢ

恵え

の
あ
る

人ひ
と

は
栄さ

か

え
る
。
そ
う
い
う
国こ

っ

家か

で
国こ

く

民み
ん

は
幸し

あ
わせ
に
な
れ
る
だ
ろ

う
か
。
そ
も
そ
も
そ
う
い
う
国こ

っ

家か

が
栄さ

か

え
う
る
の
だ
ろ
う
か
。

税ぜ
い

高た
か

く
し
て
国く

に

滅ほ
ろ

ぶ

2005年
ねん

10月
がつ

23日
にち

版
ばん

　

税ぜ
い

金き
ん

は
国こ

っ

家か

の
盛せ

い

衰す
い

に
大お

お

き
な
影え

い

響き
ょ
うを
及お

よ

ぼ
し
て
き
た
。

英え
い

国こ
く

に
お
け
る
立り

っ

憲け
ん

政せ
い

治じ

、
人じ

ん

権け
ん

思し

想そ
う

の
始は

じ

ま
り
と
さ
れ
る

大だ
い

憲け
ん

章し
ょ
う（
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
、
１
２
１
５
年ね

ん

）
も
、
ジ
ョ
ン
王お

う

が
フ
ラ
ン
ス
内な

い

の
領

り
ょ
う

土ど

を
敗は

い

戦せ
ん

で
失う

し
ない
、
戦せ

ん

費ぴ

調ち
ょ
う

達た
つ

の
た
め

に
苛か

斂れ
ん

誅ち
ゅ
う

求き
ゅ
うを
行

お
こ
な
っ
た
事こ

と

が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
各か

く

地ち

の
諸し

ょ

侯こ
う

が
団だ

ん

結け
つ

し
て
「
あ
ら
ゆ
る
課か

税ぜ
い

は
議ぎ

会か
い

の
賛さ

ん

成せ
い

投と
う

票ひ
ょ
うで
決け

っ

定て
い

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
国こ

く

王お
う

の
徴

ち
ょ
う

税ぜ
い

権け
ん

に
、
議ぎ

会か
い

の
制せ

い

約や
く

を
か
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

１
７
７
６
年ね

ん

の
ア
メ
リ
カ
独ど

く

立り
つ

も
税ぜ

い

金き
ん

が
き
っ
か
け
だ
っ

た
。
１
７
６
７
年ね

ん

イ
ギ
リ
ス
の
議ぎ

会か
い

で
北ほ

く

米べ
い

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

に
「
茶ち

ゃ

そ
の
他ほ

か

に
対た

い

す
る
間か

ん

接せ
つ

税ぜ
い

」
を
課か

す
法ほ

う

律り
つ

が
成せ

い

立り
つ

し
た
。
ア

メ
リ
カ
で
は
激は

げ

し
い
反は

ん

対た
い

運う
ん

動ど
う

が
起お

こ
り
、
つ
い
に
は
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
に
変へ

ん

装そ
う

し
た
過か

激げ
き

分ぶ
ん

子し

が
、
ボ
ス
ト
ン
の
港み

な
とで
東ひ

が
しイ
ン
ド

会が
い

社し
ゃ

の
茶ち

ゃ

箱ば
こ

を
海う

み

に
投な

げ
込こ

む
と
い
う
「
ボ
ス
ト
ン
茶ち

ゃ

会か
い

事じ

件け
ん

」（
１
７
７
３
年ね

ん

）
を
起お

こ
し
た
。
こ
れ
に
対た

い

抗こ
う

し
て
英え

い

本ほ
ん

国ご
く

は
ボ
ス
ト
ン
港こ

う

封ふ
う

鎖さ

を
行お

こ
ない
、
こ
こ
か
ら
独ど

く

立り
つ

戦せ
ん

争そ
う

が
始は

じ

ま
っ
た
。

　

当と
う

時じ

の
ア
メ
リ
カ
側が

わ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
「
代だ

い

表ひ
ょ
うな
く
し
て
課か

税ぜ
い

な
し
」、
す
な
わ
ち
、
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

か
ら
は
英え

い

本ほ
ん

国ご
く

議ぎ

会か
い

に
代だ

い

表ひ
ょ
うを
送お

く

れ
な
い
の
に
、
な
ぜ
税ぜ

い

金き
ん

を
払は

ら

わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、

と
い
う
主し

ゅ

張ち
ょ
うで
あ
る
。
王お

う

の
勝か

っ

手て

な
徴

ち
ょ
う

税ぜ
い

を
拒き

ょ

否ひ

し
た
大だ

い

憲け
ん

章し
ょ
うの
考か

ん
が
え
方か

た

と
通つ

う

じ
て
い
る
。

　

１
７
８
９
年ね

ん

の
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

も
重

じ
ゅ
う

税ぜ
い

が
原げ

ん

因い
ん

で
あ
っ
た

と
い
う
説せ

つ

が
あ
る
。
当と

う

時じ

の
フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

口こ
う

の
大た

い

半は
ん

を
占し

め
る

農の
う

民み
ん

は
、
そ
れ
ほ
ど
貧ま

ず

し
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
領

り
ょ
う

民み
ん

税ぜ
い

（
小こ

作さ
く

料り
ょ
う）、
１
０
分ぶ

ん

の
一い

ち

教き
ょ
う

区く

税ぜ
い

、
人じ

ん

頭と
う

税ぜ
い

、
そ
の
他ほ

か

多お
お

く

の
間か

ん

接せ
つ

税ぜ
い

を
か
け
ら
れ
、
す
べ
て
合あ

わ
せ
る
と
４
０
％
も
税ぜ

い

金き
ん

を
取と

ら
れ
て
い
た
。
そ
の
怨え

ん

嗟さ

が
「
地じ

主ぬ
し

殺ご
ろ

し
」
の
革か

く

命め
い

と

い
う
形か

た
ち
を
と
っ
た
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

で
あ
っ
た
、
と
言い

わ

れ
る
。

　

英え
い

国こ
く

の
大だ

い

憲け
ん

章し
ょ
う、
ア
メ
リ
カ
独ど

く

立り
つ

、
フ
ラ
ン
ス
革か

く

命め
い

。
近き

ん

代だ
い

世せ

界か
い

を
形け

い

成せ
い

し
た
こ
れ
ら
の
重

じ
ゅ
う

大だ
い

事じ

件け
ん

に
は
そ
れ
ぞ
れ
税ぜ

い

金き
ん

が
絡か

ら

ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

北ほ
く

米べ
い

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

は
失

う
し
な
っ
た
が
、
そ
の
後ご

の
イ
ギ
リ
ス
は
世せ

界か
い

帝て
い

国こ
く

と
し
て
発は

っ

展て
ん

を
続つ

づ

け
る
。『
大た

い

国こ
く

の
興こ

う

亡ぼ
う

』を
書か

い
た
ポ
ー

ル
・
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
近き

ん

世せ
い

に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
興こ

う

隆り
ゅ
うの
一ひ

と
つ
に
、

大だ
い

憲け
ん

章し
ょ
う

以い

来ら
い

、
議ぎ

会か
い

が
税ぜ

い

金き
ん

に
対た

い

す
る
歯は

止ど

め
に
な
っ
て
い

た
た
め
、
国こ

く

力り
ょ
くが
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

し
て
い
た
と
い
う
説せ

つ

を
述の

べ
て
い
る
。

　

も
と
は
と
言い

え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大た

い

陸り
く

の
西せ

い

端た
ん

の
島し

ま

国ぐ
に

で
、

土と

地ち

も
資し

源げ
ん

も
人じ

ん

口こ
う

も
限か

ぎ

ら
れ
た
弱

じ
ゃ
く

小し
ょ
う

混こ
ん

血け
つ

民み
ん

族ぞ
く

が
、
地ち

球き
ゅ
う

上じ
ょ
うの
面め

ん

積せ
き

の
４
分ぶ

ん

の
１
、
人じ

ん

口こ
う

の
６
分ぶ

ん

の
１
を
支し

配は
い

し
、

な
お
か
つ
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

革か
く

命め
い

や
議ぎ

会か
い

制せ
い

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

な
ど
の
多お

お

く
の
経け

い

済ざ
い

的て
き

、
文ぶ

ん

化か

的て
き

遺い

産さ
ん

を
残の

こ

し
た
の
は
、
世せ

界か
い

史し

上じ
ょ
うの
奇き

跡せ
き

と

言い

っ
て
良よ

い
。

　

そ
の
大だ

い

英え
い

帝て
い

国こ
く

建け
ん

設せ
つ

の
原げ

ん

動ど
う

力り
ょ
くに
つ
い
て
は
、
弊へ

い

誌し

１
８
４

号ご
う

で
、
国こ

っ

家か

公こ
う

共き
ょ
うの
た
め
に
尽つ

く
す
「
精せ

い

神し
ん

の
貴き

族ぞ
く

」
た
ち

に
あ
っ
た
、
と
述の

べ
た
。
そ
う
し
た
「
精せ

い

神し
ん

の
貴き

族ぞ
く

」
た
ち
を

輩は
い

出し
ゅ
つで
き
た
の
も
、
重

じ
ゅ
う

税ぜ
い

を
排は

い

し
て
、
国こ

く

民み
ん

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活か
っ

性せ
い

化か

し
、
自じ

助じ
ょ

と
国こ

っ

家か

発は
っ

展て
ん

に
向む

け
る
こ
と
が
で
き
た
か

ら
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
１
９
０
４
年ね

ん

に
転て

ん

機き

が
訪お

と
ず
れ
た
。
時と

き

の
蔵ぞ

う

相
し
ょ
う

ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
が
「
貧ひ

ん

困こ
ん

の
悲ひ

劇げ
き

に
対た

い

す
る
宣せ

ん

戦せ
ん

布ふ

告こ
く

」

と
称し

ょ
う
し
て
「
人じ

ん

民み
ん

の
予よ

算さ
ん

」
を
議ぎ

会か
い

に
提て

い

出し
ゅ
つし
た
の
で
あ
る
。

１
９
世せ

い

紀き

か
ら
広ひ

ろ

ま
っ
て
い
た
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

思し

想そ
う

に
基も

と

づ
い
て
、

富ふ

者し
ゃ

に
は
税ぜ

い

率り
つ

を
重お

も

く
す
る
「
累る

い

進し
ん

課か

税ぜ
い

」
に
よ
っ
て
、
社し

ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

政せ
い

策さ
く

を
進す

す

め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
人じ

ん

民み
ん

の
予よ

算さ
ん

」
か
ら
始は

じ

ま
っ
た
累る

い

進し
ん

課か

税ぜ
い

は
、
第だ

い

一い
ち

次じ

・
第だ

い

二に

次じ

大た
い

戦せ
ん

を
通つ

う

じ
て
、
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
高こ

う

率り
つ

に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

同ど
う

時じ

に
イ
ギ
リ
ス
で
は
１
９
世せ

い

紀き

か
ら
２
０
世せ

い

紀き

に
か
け

て
選せ

ん

挙き
ょ

法ほ
う

改か
い

正せ
い

が
進す

す

み
、
か
つ
て
は
一い

っ

定て
い

以い

上じ
ょ
うの
財ざ

い

産さ
ん

を
持も

つ

富ふ

裕ゆ
う

層そ
う

に
の
み
与あ

た

え
ら
れ
て
い
た
選せ

ん

挙き
ょ

権け
ん

が
、
１
９
１
８
年ね

ん

に

は
２
１
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うの
す
べ
て
の
男だ

ん

性せ
い

と
、
３
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うの
一い

ち

部ぶ

の

女じ
ょ

性せ
い

に
与あ

た

え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
「
代だ

い

表ひ
ょ
うな
く
し
て
課か

税ぜ
い

な
し
」

と
い
う
大だ

い

憲け
ん

章し
ょ
う

以い

来ら
い

の
原げ

ん

則そ
く

を
「
課か

税ぜ
い

な
く
て
も
代だ

い

表ひ
ょ
うあ
り
」

に
転て

ん

換か
ん

し
た
も
の
だ
っ
た
。
貧ま

ず

し
い
大た

い

衆し
ゅ
うが
そ
の
選せ

ん

挙き
ょ

権け
ん

を
利り

用よ
う

し
て
、
富ふ

裕ゆ
う

階か
い

級き
ゅ
うに
課か

税ぜ
い

す
る
道み

ち

が
開ひ

ら

か
れ
た
。

　
「
貧ひ

ん

困こ
ん

の
悲ひ

劇げ
き

に
対た

い

す
る
宣せ

ん

戦せ
ん

布ふ

告こ
く

」
は
現げ

ん

実じ
つ

に
は
「
富ふ

者し
ゃ

に
対た

い

す
る
宣せ

ん

戦せ
ん

布ふ

告こ
く

」
で
あ
っ
た
。

　

戦せ
ん

後ご

の
イ
ギ
リ
ス
で
は
「
福ふ

く

祉し

国こ
っ

家か

」
を
目め

指ざ

す
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

政せ
い

権け
ん

に
よ
っ
て
、
累る

い

進し
ん

課か

税ぜ
い

は
高こ

う

率り
つ

化か

し
、
１
９
７
０
年ね

ん

１
．
身み

の

代し
ろ

を
つ
ぶ
す
相そ

う

続ぞ
く

税ぜ
い

代だ
い

に
は
最さ

い

高こ
う

所し
ょ

得と
く

税ぜ
い

率り
つ

は
８
３
％
に
達た

っ

し
て
い
た
。
株か

ぶ

、
金き

ん

利り

、
土と

地ち

代だ
い

、
相そ

う

続ぞ
く

な
ど
の
不ふ

労ろ
う

所し
ょ

得と
く

に
か
か
る
最さ

い

高こ
う

税ぜ
い

率り
つ

は
９
８
％
だ
っ
た
と
い
う
。

　

あ
る
大お

お

地じ

主ぬ
し

が
小こ

作さ
く

料り
ょ
うを
と
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
税ぜ

い

金き
ん

が
入は

い

ら
な
く
て
困こ

ま

る
か
ら
、
税ぜ

い

務む

署し
ょ

員い
ん

が
出で

か
け
て
行い

っ
て

「
地ち

代だ
い

を
取と

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言い

っ
た
。
そ
の
大お

お

地じ

主ぬ
し

は
「
あ

な
た
が
好す

き
な
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
」
と
答こ

た

え
た
と

い
う
。
地ち

代だ
い

の
２
％
し
か
残の

こ

ら
な
い
な
ら
、
地ち

代だ
い

を
徴

ち
ょ
う

収し
ゅ
うす

る
手て

間ま

賃ち
ん

も
出で

な
い
、
と
い
う
の
だ
ろ
う
。
こ
う
い
う
社し

ゃ

会か
い

で

は
、
土と

地ち

を
も
っ
と
儲も

う

か
る
用よ

う

途と

に
有ゆ

う

効こ
う

活か
つ

用よ
う

し
よ
う
と
い
う

動ど
う

機き

も
失う

し
な
わ
れ
、
国く

に

全ぜ
ん

体た
い

の
経け

い

済ざ
い

的て
き

活か
つ

力り
ょ
くが
そ
が
れ
て
し
ま

う
。

　

ま
た
、
有ゆ

う

能の
う

で
他た

国こ
く

で
稼か

せ

げ
る
人ひ

と

は
、
も
っ
と
税ぜ

い

率り
つ

の
低ひ

く

い

国く
に
へ
逃に

げ
出だ

し
て
し
ま
う
。
１
９
６
３
年ね

ん

１
月が

つ

７
日か

の
『
イ
ブ

ニ
ン
グ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』
紙し

は
こ
う
報ほ

う

じ
て
い
る
。

　
こ
の
数す

う

ヶ
月げ

つ

の
調

ち
ょ
う

査さ

に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
最も

っ
とも
優ゆ

う

秀し
ゅ
うな

若わ
か

き
科か

学が
く

者し
ゃ

及お
よ

び
技ぎ

術じ
ゅ
つ

者し
ゃ

の
殆ほ

と
ん
ど
四よ

ん

分ぶ
ん

の
一い

ち
が
、
北き

た

ア
メ
リ

カ
の
仕し

事ご
と

に
惹ひ

き
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
１
０
パ
ー
セ
ン

ト
の
人に

ん

間げ
ん

は
す
で
に
そ
こ
に
住す

み
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
イ
ギ

リ
ス
か
ら
の
＂
ｂ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ　

ｄ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
（
頭ず

脳の
う

流り
ゅ
う

出し
ゅ
つ）

＂
で
あ
る
。［
１
，
ｐ
１
１
２
］

　

ま
た
、
家か

族ぞ
く

の
資し

産さ
ん

が
根ね

こ
そ
ぎ
、
税ぜ

い

金き
ん

で
取と

ら
れ
て
し

ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
、社し

ゃ

会か
い

の
安あ

ん

定て
い

性せ
い

と
伝で

ん

統と
う

が
失う

し
なわ
れ
て
い
っ

た
。

　

か
つ
て
上

じ
ょ
う

層そ
う

中ち
ゅ
う

流り
ゅ
う

階か
い

級き
ゅ
うが
住す

ん
で
い
た
屋や

敷し
き

が
売う

り
に
出だ

さ
れ
る
。
庭に

わ

に
は
テ
ン
ト
が
張は

ら
れ
、
そ
の
下し

た

で
、
家か

具ぐ

や
絨

じ
ゅ
う

毯た
ん

、
蔵ぞ

う

書し
ょ

、
絵か

い

画が

な
ど
が
競

き
ょ
う

売ば
い

に
か
け
ら
れ
る
。
そ
ん
な
光こ

う

景け
い

を
［
１
］
の
著ち

ょ

者し
ゃ

・
渡わ

た

部な
べ

昇し
ょ
う

一い
ち

氏し

は
、
１
９
７
０
年ね

ん

代だ
い

に

イ
ギ
リ
ス
に
留

り
ゅ
う

学が
く

し
た
際さ

い

に
、
何な

ん

度ど

も
目め

に
し
た
と
い
う
。
冒ぼ

う

頭と
う

の
八や

百お

屋や

さ
ん
の
例れ

い

と
よ
く
似に

て
い
る
。

　
経け

い

済ざ
い

的て
き

活か
つ

力り
ょ
くの
喪そ

う

失し
つ

と
、
優ゆ

う

秀し
ゅ
うな
頭ず

脳の
う

の
流

り
ゅ
う

出し
ゅ
つ、
さ
ら
に

は
社し

ゃ

会か
い

の
安あ

ん

定て
い

性せ
い

の
崩ほ

う

壊か
い

に
よ
っ
て
、
こ
の
時じ

期き

の
イ
ギ
リ
ス

は
、
か
つ
て
の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

だ
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
よ
り
も
一ひ

と

人り

あ

た
り
の
国こ

く

民み
ん

所し
ょ

得と
く

は
低ひ

く

く
な
っ
て
い
た
。

　
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓は

か

場ば

ま
で
」
の
「
福ふ

く

祉し

国こ
っ

家か

」
を
標

ひ
ょ
う

榜ぼ
う

し

て
、
高こ

う

税ぜ
い

率り
つ

の
累る

い

進し
ん

課か

税ぜ
い

を
行

お
こ
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

政せ
い

権け
ん

が
残の

こ

し
た
の
は
経け

い

済ざ
い

的て
き

活か
つ

力り
ょ
くを
失う

し
ない
、
停て

い

滞た
い

と
不ふ

安あ
ん

定て
い

の

支し

配は
い

す
る
社し

ゃ

会か
い

だ
っ
た
。「
イ
ギ
リ
ス
病び

ょ
う」
と
い
う
言こ

と

葉ば

ま
で

生う

ま
れ
た
。

　
こ
う
し
た
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

の
過あ

や
ま
ち
を
徹て

っ

底て
い

的て
き

に
攻こ

う

撃げ
き

す
る
政せ

い

治じ

家か

が
、１
９
７
０
年ね

ん

代だ
い

に
現あ

ら
われ
た
。
保ほ

守し
ゅ

党と
う

の
女じ

ょ

性せ
い

議ぎ

員い
ん

マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
で
あ
る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
１
９
７
８
年ね

ん

に
次つ

ぎ

の
よ
う
な
ラ
ジ
オ
演え

ん

説ぜ
つ

を
行

お
こ
な
っ
て
い
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
近き

ん

代だ
い

世せ

界か
い

を
形け

い

成せ
い

し
た

　
　

税ぜ
い

金き
ん

問も
ん

題だ
い

　
昔む

か
しは
少す

く

な
く
と
も
労ろ

う

働ど
う

党と
う

（
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

政せ
い

党と
う

）
は
理り

想そ
う

を

掲か
か

げ
た
党と

う

で
あ
っ
た
。
そ
の
党と

う

が
腐く

さ
っ
て
酸す

っ
ぱ
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
今こ

ん

日に
ち

、
労ろ

う

働ど
う

党と
う

は
、
そ
の
場ば

し
の
ぎ
、
貪ど

ん

欲よ
く

、
特と

っ

権け
ん

の
代だ

い

弁べ
ん

者し
ゃ

と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
社し

ゃ

会か
い

の
半は

ん

分ぶ
ん

を
他た

の
半は

ん

分ぶ
ん

と
喧け

ん

嘩か

さ
せ
る
よ
う
な
政せ

い

策さ
く

を
支し

持じ

し
て
い
る
。
そ

の
根こ

ん

本ぽ
ん

原げ
ん

因い
ん

の
一ひ

と

つ
は
嫉し

っ

妬と

で
あ
る
。
こ
の
嫉し

っ

妬と

の
精せ

い

神し
ん

は
、
家か

系け
い

や
ら
相そ

う

続ぞ
く

し
た
遺い

産さ
ん

に
よ
っ
て
特と

っ

権け
ん

的て
き

に
恵め

ぐ

ま
れ
た

人ひ
と

々び
と

・
・
・
の
み
な
ら
ず
、
自じ

分ぶ
ん

の
能の

う

力り
ょ
くや
努ど

力り
ょ
くで
成せ

い

功こ
う

し

た
人ひ

と

々び
と

に
対た

い

し
て
も
向む

け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

や
自じ

分ぶ
ん

の
家か

族ぞ
く

を
向こ

う

上じ
ょ
うさ
せ
よ
う
と
い
う
男だ

ん

女じ
ょ

に
対た

い

し
て
、
労ろ

う

働ど
う

党と
う

は
偏へ

ん

見け
ん

を
持も

っ
て
い
る
。
中

ち
ゅ
う

小し
ょ
う

企き

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

や
自じ

家か

営え
い

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

の
よ
う
な
普ふ

通つ
う

の
人ひ

と

々び
と

が
栄さ

か

え
る
こ
と
は
け

し
か
ら
ん
と
い
う
の
で
あ
る
。
集

し
ゅ
う

団だ
ん

的て
き

に
豊ゆ

た

か
に
な
る
か
、
み

ん
な
貧び

ん

乏ぼ
う

に
な
る
か
に
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
質し

つ

の
向こ

う

上じ
ょ
う、
自じ

立り
つ

、
創そ

う

造ぞ
う

性せ
い

、
天て

ん

才さ
い

、
あ
ら
ゆ
る
形か

た
ちの
富と

み

、
生せ

い

活か
つ

の

多た

様よ
う

性せ
い

―
―
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
労ろ

う

働ど
う

党と
う

は
す
べ
て
反は

ん

対た
い

な
の

で
あ
る
。

　
こ
ん
な
社し

ゃ

会か
い

は
進し

ん

歩ぽ

で
き
る
わ
け
が
な
い
。
わ
れ
わ
れ
文ぶ

ん

明め
い

は
、
何な

に

世せ

代だ
い

に
も
わ
た
っ
て
、
卓た

く

越え
つ

し
よ
う
と
い
う
意い

思し

の
あ
る
人ひ

と

々び
と

に
よ
っ
て
築き

ず

か
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。［
１
，
ｐ

１
４
６
］

　
「
給

き
ゅ
う

料り
ょ
うを
払は

ら

う
者も

の

を
潰つ

ぶ

す
こ
と
に
よ
っ
て
給

き
ゅ
う

料り
ょ
うを
も
ら
う
者も

の

を
助た

す

け
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」「
金か

ね

持も

ち
を
潰つ

ぶ

す
こ
と
に
よ
っ

て
貧び

ん

乏ぼ
う

人に
ん

を
助た

す

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

の
過あ

や
ま
ち
を

糾き
ゅ
う

弾だ
ん

し
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
語ご

録ろ
く

の
一い

ち

部ぶ

で
あ
る
。

　

１
９
７
９
年ね

ん

の
総そ

う

選せ
ん

挙き
ょ

で
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
率ひ

き

い
る
保ほ

守し
ゅ

党と
う

は

イ
ギ
リ
ス
経け

い

済ざ
い

の
復ふ

っ

活か
つ

と
小ち

い

さ
な
政せ

い

府ふ

の
実じ

つ

現げ
ん

を
公こ

う

約や
く

と
し

て
勝

し
ょ
う

利り

し
、
イ
ギ
リ
ス
初は

つ

の
女じ

ょ

性せ
い

首し
ゅ

相し
ょ
うが
誕た

ん

生じ
ょ
うし
た
。

　

今い
ま

ま
で
最さ

い

低て
い

３
３
％
、
最さ

い

高こ
う

８
３
％
だ
っ
た
個こ

人じ
ん

所し
ょ

得と
く

の

累る
い

進し
ん

税ぜ
い

率り
つ

を
次し

第だ
い

に
改あ

ら
た
め
て
、
つ
い
に
は
２
５
％
と
４
０
％
と

い
う
２
段だ

ん

階か
い

に
し
て
し
ま
っ
た
。
当と

う

初し
ょ

は
「
金か

ね

持も

ち
優ゆ

う

遇ぐ
う

税ぜ
い

制せ
い

」
と
非ひ

難な
ん

さ
れ
て
い
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
最さ

い

富ふ

裕ゆ
う

階か
い

級き
ゅ
う５
％

の
人ひ

と

々び
と

の
納お

さ

め
る
税ぜ

い

金き
ん

は
、
減げ

ん

税ぜ
い

前ま
え

に
く
ら
べ
て
３
０
％
も

増ぞ
う

加か

し
た
と
い
う
。

　
こ
れ
は
、
過か

大だ
い

な
税ぜ

い

率り
つ

は
、
人ひ

と

々び
と

に
勤き

ん

労ろ
う

意い

欲よ
く

を
失う

し
な
わ
せ
、

か
え
っ
て
税ぜ

い

収し
ゅ
うを
減へ

ら
し
て
し
ま
う
と
い
う
ラ
ッ
フ
ァ
ー
理り

論ろ
ん

の
正た

だ

し
さ
を
実じ

っ

証し
ょ
うし
た
も
の
で
あ
る
。
適て

き

度ど

な
税ぜ

い

率り
つ

な
ら
前ぜ

ん

述じ
ゅ
つの
地じ

主ぬ
し

も
、
し
っ
か
り
地ち

代だ
い

を
徴

ち
ょ
う

収し
ゅ
うし
て
そ
の
中な

か

か
ら
税ぜ

い

金き
ん

を
納お

さ

め
る
よ
う
に
な
り
、
有ゆ

う

能の
う

な
科か

学が
く

者し
ゃ

や
技ぎ

術じ
ゅ
つ

者し
ゃ

も
母ぼ

国こ
く

で
働は

た
らい
て
、
税ぜ

い

金き
ん

を
払は

ら

う
。

９
．「
相そ

う

続ぞ
く

税ぜ
い

ゼ
ロ
」国こ

っ

家か

の
衝し

ょ
う

撃げ
き

５
．
地ち

代だ
い

を
集あ

つ

め
な
い
地じ

主ぬ
し

、

        

流り
ゅ
う

出し
ゅ
つす
る
科か

学が
く

者し
ゃ

・
技ぎ

術じ
ゅ
つ

者し
ゃ

マーガレット・サッチャー
　

サ
ッ
チ
ャ
ー
は
１
９
９
０
年ね

ん

ま
で
約や

く

１
２
年ね

ん

間か
ん

も
首し

ゅ

相
し
ょ
う

を
務つ

と

め
、
さ
ら
に
後こ

う

継け
い

者し
ゃ

メ
ジ
ャ
ー
が
６
年ね

ん

半は
ん

も
政せ

い

権け
ん

の
座ざ

に
あ
っ
た
。
こ
の
間か

ん

に
イ
ギ
リ
ス
の
経け

い

済ざ
い

は
再ふ

た
た
び
活か

っ

気き

を
取と

り

戻も
ど

し
、「
英え

い

国こ
く

病び
ょ
う」
は
完か

ん

全ぜ
ん

に
過か

去こ

の
言こ

と

葉ば

と
な
っ
た
。
そ
の

後ご

は
労ろ

う

働ど
う

党と
う

の
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
が
政せ

い

権け
ん

を
取と

り
戻も

ど

し
た
が
、

経け
い

済ざ
い

政せ
い

策さ
く

の
基き

本ほ
ん

は
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
は
変か

わ
ら
ず
、
労ろ

う

働ど
う

党と
う

も

社し
ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

の
迷め

い

妄も
う

か
ら
目め

を
覚さ

ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
も
１
年ね

ん

遅お
く

れ
て
登と

う

場じ
ょ
うし
た
レ
ー
ガ
ン
政せ

い

権け
ん

に

よ
っ
て
、
最さ

い

高こ
う

７
０
％
１
５
段だ

ん

階か
い

の
累る

い

進し
ん

税ぜ
い

率り
つ

が
、
２
回か

い

の

改か
い

正せ
い

を
経へ

て
、
１
５
％
、
２
８
％
の
２
段だ

ん

階か
い

と
さ
れ
た
。
レ
ー

ガ
ン
は
ソ
連れ

ん

と
の
冷れ

い

戦せ
ん

に
勝

し
ょ
う

利り

し
て
、
人じ

ん

類る
い

を
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

の
夢む

想そ
う

か
ら
完か

ん

全ぜ
ん

に
解か

い

放ほ
う

し
た
。
そ
の
た
め
の
巨き

ょ

大だ
い

な
軍ぐ

ん

事じ

支し

出
し
ゅ
つ

は
巨き

ょ

額が
く

の
財ざ

い

政せ
い

赤あ
か

字じ

を
も
た
ら
し
た
が
、
税ぜ

い

収し
ゅ
うそ
の
も
の
は

減げ
ん

税ぜ
い

に
よ
っ
て
増ぞ

う

加か

し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
ラ
ッ
フ
ァ
ー
理り

論ろ
ん

の

正た
だ

し
さ
が
示し

め

さ
れ
て
い
る
。

　

我わ

が
国く

に

で
も
近き

ん

年ね
ん

は
累る

い

進し
ん

税ぜ
い

率り
つ

の
低て

い

減げ
ん

・
簡か

ん

素そ

化か

が
進す

す

み
、

２
０
年ね

ん

前ま
え

に
は
地ち

方ほ
う

税ぜ
い

を
含ふ

く

め
て
最さ

い

高こ
う

７
０
％
、
１
５
段だ

ん

階か
い

あ
っ
た
も
の
が
、
現げ

ん

在ざ
い

で
は
５
０
％
、
４
段だ

ん

階か
い

に
ま
で
改か

い

訂て
い

さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
４
０
％
に
は
か
な
わ
な
い
が
、
ア

メ
リ
カ
の
約や

く

４
７
％
と
は
比ひ

肩け
ん

し
う
る
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

［
２
］

　
一い

っ

方ぽ
う

、
相そ

う

続ぞ
く

税ぜ
い

は
か
つ
て
７
０
％
が
最さ

い

高こ
う

で
あ
っ
た
が
、
現げ

ん

在ざ
い

で
は
５
０
％
と
引ひ

き
下さ

げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で

は
今こ

ん

後ご

、
遺い

産さ
ん

税ぜ
い

を
段だ

ん

階か
い

的て
き

に
引ひ

き
下さ

げ
て
、
２
０
１
０
年ね

ん

に
は
廃は

い

止し

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
ス
イ
ス
で
は
す
で
に
相そ

う

続ぞ
く

税ぜ
い

を
ゼ
ロ
に
し
て
い
る
州し

ゅ
うが
あ
る
。

「
生い

き
て
い
る
間あ

い
だ
に
税ぜ

い

金き
ん

を
払は

ら

っ
て
い
る
の
に
、
死し

ん
だ
ら
そ

の
財ざ

い

産さ
ん

に
ま
た
税ぜ

い

金き
ん

が
か
か
る
の
は
お
か
し
い
」
と
考か

ん
が
え
が
広ひ

ろ

ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。

　

そ
う
い
う
州し

ゅ
うに
世せ

界か
い

的て
き

に
有ゆ

う

名め
い

な
個こ

人じ
ん

蔵ぞ
う

書し
ょ

が
あ
る
。
ガ

リ
レ
オ
や
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
初し

ょ

版は
ん

本ぼ
ん

、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
聖せ

い

書し
ょ

な
ど
市し

価か

億お
く

単た
ん

位い

の
稀き

覯こ
う

本ぼ
ん

を
個こ

人じ
ん

で
蒐

し
ゅ
う

集し
ゅ
うし
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
蒐

し
ゅ
う

集し
ゅ
う

家か

は
以い

前ぜ
ん

、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
い
た
が
、
そ

こ
で
は
こ
れ
ら
が
相そ

う

続ぞ
く

税ぜ
い

の
対た

い

象し
ょ
うに
な
る
の
で
、
相そ

う

続ぞ
く

税ぜ
い

の

な
い
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
移い

住じ
ゅ
うし
た
。
こ
れ
に
懲こ

り
た
の
か
、
今い

ま

で

は
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で
も
相そ

う

続ぞ
く

税ぜ
い

は
ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

［
３
］

　

ア
メ
リ
カ
の
相そ

う

続ぞ
く

税ぜ
い

が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
ら
、
こ
う
し
た
資し

産さ
ん

家か

の
移い

動ど
う

が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
起お

こ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
資し

産さ
ん

家か

が
様さ

ま

々ざ
ま

な
新し

ん

規き

事じ

業ぎ
ょ
うに
投と

う

資し

を
し
て
、
ア
メ
リ
カ
経け

い

済ざ
い

に

さ
ら
な
る
活か

っ

況き
ょ
うを
も
た
ら
し
、
そ
の
恩お

ん

恵け
い

は
、
一い

っ

般ぱ
ん

の
人ひ

と

々び
と

に

も
及お

よ

ぶ
だ
ろ
う
。
芸げ

い

術じ
ゅ
つ

家か

の
パ
ト
ロ
ン
を
し
た
り
、
社し

ゃ

会か
い

奉ほ
う

仕し

活か
つ

動ど
う

を
援え

ん

助じ
ょ

す
る
資し

産さ
ん

家か

も
現あ

ら
わ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
相そ

う

続ぞ
く

税ぜ
い

の
心し

ん

配ぱ
い

な
く
、
自じ

分ぶ
ん

の
子こ

供ど
も

や
孫ま

ご

の
た
め
に
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

働は
た
らく

こ
と
で
、
勤き

ん

勉べ
ん

と
自じ

助じ
ょ

の
精せ

い

神し
ん

が
生う

ま
れ
、
家か

庭て
い

と
社し

ゃ

会か
い

の

安あ
ん

定て
い

が
増ま

す
。

　
こ
う
い
う
国こ

っ

家か

は
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
も
文ぶ

ん

化か

的て
き

に
も
発は

っ

展て
ん

す
る
に

違ち
が

い
な
い
。
か
つ
て
の
大だ

い

英え
い

帝て
い

国こ
く

の
よ
う
に
。
逆ぎ

ゃ
くに
、
八や

百お

屋や

の
未み

亡ぼ
う

人じ
ん

が
住す

む
家い

え

ま
で
も
奪う

ば

わ
れ
る
国こ

っ

家か

で
は
、
社し

ゃ

会か
い

と

家か

庭て
い

は
荒こ

う

廃は
い

す
る
他ほ

か

は
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
平へ

い

成せ
い

１
７
年ね

ん

度ど

の
当と

う

初し
ょ

予よ

算さ
ん

の
中な

か

で
、
相そ

う

続ぞ
く

税ぜ
い

・
贈ぞ

う

与よ

税ぜ
い

は
４
４
兆

ち
ょ
う

円え
ん

の
税ぜ

い

収し
ゅ
う

総そ
う

額が
く

の
わ
ず
か
１
．
５
％

（３） ２０１８年第４９４３号 	 ２月	２４日	（土曜日）

グ
ロ
ー
バ
ル
な
減げ

ん

税ぜ
い

競き
ょ
う

争そ
う

に
敗や

ぶ

れ
た
国こ

っ

家か

は
衰す

い

退た
い

を
余よ

儀ぎ

な
く
さ
れ
る
。

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■

１
．
渡わ

た

部な
べ

昇し
ょ
う

一い
ち
『
税ぜ

い

高た
か

く
し

て
国く

に

滅ほ
ろ

ぶ
』、
Ｈ
１
７
、
ワ
ッ

ク２
．
財ざ

い

務む

省し
ょ
うホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

『
個こ

人じ
ん

所し
ょ

得と
く

課か

税ぜ
い

の
国こ

く

際さ
い

比ひ

較か
く

（
未み

定て
い

稿こ
う

）』

３
．
渡わ

た

部な
べ

昇し
ょ
う

一い
ち
『
正せ

い

論ろ
ん

ス
イ

ス
で
相そ

う

続ぞ
く

税ぜ
い

は
な
ぜ
安や

す

い
の

か
』、
産さ

ん

経け
い

新し
ん

聞ぶ
ん

、
Ｈ
１
７
．

１
０
．
２
１

６
．
高こ

う

税ぜ
い

率り
つ

に
よ
る

                      「
イ
ギ
リ
ス
病び

ょ
う

」

３
．
税ぜ

い

金き
ん

へ
の
歯は

止ど

め
が

        

大だ
い

英え
い

帝て
い

国こ
く

発は
っ

展て
ん

の
原げ

ん

動ど
う

力り
ょ
く

４
．「
貧ひ

ん

困こ
ん

の
悲ひ

劇げ
き

に
対た

い

す
る

         

宣せ
ん

戦せ
ん

布ふ

告こ
く

」

８
．
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
減げ

ん

税ぜ
い

革か
く

命め
い

を
占し

め
る
に
過す

ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

７
．
金か

ね

持も

ち
を
潰つ

ぶ

す
こ
と
に
よ
っ
て

        

貧び
ん

乏ぼ
う

人に
ん

を
助た

す

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
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書し
ょ

店て
ん

で
の
セ
ミ
ナ
ー
に
も
力

ち
か
ら

を
入い

れ
て
お
り
、
既す

で

に
４
０

冊さ
つ

以い

上じ
ょ
うが
ポ
語ご

に
翻ほ

ん

訳や
く

、
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
て
い
る
。
書し

ょ

籍せ
き

か
ら

興き
ょ
う

味み

を
持も

て
ば
、
理り

解か
い

を
深ふ

か

め
信し

ん

者じ
ゃ

に
な
る
人ひ

と

が
出で

て
く

る
こ
と
が
期き

待た
い

さ
れ
る
と
い

う
。
だ
が
、
書し

ょ

籍せ
き

の
デ
ジ
タ

ル
化か

に
伴と

も
な

い
、
当と

う

地ち

の
書し

ょ

店て
ん

も
規き

模ぼ

が
縮

し
ゅ
く

小し
ょ
う

傾け
い

向こ
う

に
あ
る

　

ブ
ラ
ジ
ル
連れ

ん

邦ぽ
う

検け
ん

察さ
つ

庁ち
ょ
う（
Ｍ
Ｐ
Ｆ
）
か
ら
出だ

さ
れ
て
い
た
西に

し

森も
り

ル
イ
ス
連れ

ん

邦ぽ
う

下か

院い
ん

議ぎ

員い
ん(

Ｐ
Ｒ
―
Ｐ
Ｒ)

に
対た

い

す
る
資し

金き
ん

洗せ
ん

浄じ
ょ
うと
公こ

う

金き
ん

横お
う

領り
ょ
うに
関か

ん

す
る
告こ

く

発は
つ

を
、
連れ

ん

邦ぽ
う

最さ
い

高こ
う

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

の
第だ

い

１
小

し
ょ
う

法ほ
う

廷て
い

は
２
０
日か

、
全ぜ

ん

会か
い

一い
っ

致ち

で
受じ

ゅ

理り

し
た
。
２
０

日か

午ご

後ご

９
時じ

１
７
分ふ

ん

、
同ど

う

検け
ん

察さ
つ

庁ち
ょ
うサ
イ
ト
に
そ
の
広こ

う

報ほ
う

が
掲け

い

載さ
い

さ
れ
た
。
西に

し

森も
り

下か

議ぎ

は
２
３
日に

ち

現げ
ん

在ざ
い

、
世よ

論ろ
ん

調ち
ょ
う

査さ

で
支し

持じ

率り
つ

２
位い

の
右う

派は

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

候こ
う

補ほ

と
し
て
有ゆ

う

名め
い

な
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
下か

議ぎ

を
連つ

れ
て
訪ほ

う

日に
ち

の
途と

に
あ
る
。
ジ
ョ
ル
ナ
ル
・

ニ
ッ
パ
ク
紙し

が
同ど

う

議ぎ

員い
ん

事じ

務む

所し
ょ

に
コ
メ
ン
ト
を
試こ

こ
ろみ
た
と
こ
ろ
、
補ほ

佐さ

官か
ん

は
「
西に

し

森も
り

下か

議ぎ

は
訪ほ

う

日に
ち

の
機き

上じ
ょ
う。
５
日か

に
帰き

伯は
く

し

次し

第だ
い

、
声せ

い

明め
い

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うす
る
」
と
応こ

た

え
た
。
本ほ

ん

紙し

も
帰き

伯は
く

後ご

に
西に

し

森も
り

下か

議ぎ

か
ら
の
説せ

つ

明め
い

を
取し

ゅ

材ざ
い

し
て
掲け

い

載さ
い

す
る
予よ

定て
い

。

と
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上じ

ょ
う

に

情じ
ょ
う

報ほ
う

が
溢あ

ふ

れ
る
時じ

代だ
い

だ
か
ら

こ
そ
、
目め

の
前ま

え

に
い
る
人ひ

と

と

の
繋つ

な

が
り
を
大た

い

切せ
つ

に
し
て
教お

し

え
を
説と

い
て
い
く
こ
と
が
、
結け

っ

局き
ょ
くは
近ち

か

道み
ち

な
の
か
も
。

　
　
　
　
　

◎

　

学が
っ

校こ
う

法ほ
う

人じ
ん

・
幸こ

う

福ふ
く

の
科か

学が
く

は
、
幸こ

う

福ふ
く

の
科か

学が
く

学が
く

園え
ん

中ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

・
高こ

う

等と
う

学が
っ

校こ
う

、
高こ

う

等と
う

宗
し
ゅ
う

で
る
ま
で
に
は
数す

う

年ね
ん

以い

上じ
ょ
うが

か
か
る
と
見み

ら
れ
て
い
る
。

　

単た
ん

な
る
「
容よ

う

疑ぎ

」
で
あ
り
、

西に
し

森も
り

下か

議ぎ

側が
わ

か
ら
の
反は

ん

証し
ょ
うを

す
る
機き

会か
い

が
今こ

ん

後ご

何な
ん

度ど

も
与あ

た

え
ら
れ
る
。
そ
の
間か

ん

は
「
推す

い

定て
い

無む

罪ざ
い

」（
有ゆ

う

罪ざ
い

と
宣せ

ん

告こ
く

さ
れ

る
ま
で
は
無む

罪ざ
い

と
推す

い

定て
い

さ
れ

る
と
い
う
近き

ん

代だ
い

法ほ
う

の
基き

本ほ
ん

原げ
ん

則そ
く

）
に
よ
り
、
通つ

う

常じ
ょ
う

通と
お

り
の

議ぎ

員い
ん

活か
つ

動ど
う

が
保ほ

証し
ょ
うさ
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
祭さ

い

典て
ん

委い

員い
ん

長
ち
ょ
う

の
重

じ
ゅ
う

責せ
き

を
担に

な

う
パ
ラ
ナ
州

し
ゅ
う

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

へ
の

影え
い

響き
ょ
うは
な
さ
そ
う
だ
。

　

連れ
ん

邦ぽ
う

検け
ん

察さ
つ

庁ち
ょ
うの
広こ

う

報ほ
う

に
よ

れ
ば
、
こ
の
容よ

う

疑ぎ

は
パ
ラ
ナ

州し
ゅ
う

議ぎ

時じ

代だ
い

の
２
０
０
３
年ね

ん

か
ら
１
０
年ね

ん

の
間あ

い
だ、
パ
ラ
ナ

州し
ゅ
う

議ぎ

会か
い

内な
い

の
同ど

う

議ぎ

員い
ん

事じ

務む

室し
つ

に
架か

空く
う

の
職

し
ょ
く

員い
ん

９
人に

ん

が
お

り
、
そ
の
給

き
ゅ
う

与よ

と
し
て
総そ

う

額が
く

２
８
０
万ま

ん

レ
ア
ル
が
横お

う

領り
ょ
うさ

れ
た
と
い
う
も
の
。

　

ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
・
バ
イ
オ
ッ

チ
・
ビ
ラ
ベ
ル
ジ
・
デ
・
カ

ル
バ
ー
リ
ョ
検け

ん

察さ
つ

庁ち
ょ
う

副ふ
く

長ち
ょ
う

官か
ん

は
口こ

う

頭と
う

弁べ
ん

論ろ
ん

で
、
犯は

ん

罪ざ
い

計け
い

画か
く

に
お
け
る
西に

し

森も
り

氏し

の
指し

導ど
う

的て
き

役や
く

割わ
り

を
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
た
。

　

捜そ
う

査さ

に
よ
れ
ば
、
職

し
ょ
く

員い
ん

２

人り

が
架か

空く
う

職し
ょ
く

員い
ん

の
銀ぎ

ん

行こ
う

口こ
う

座ざ

を
管か

ん

理り

し
、
そ
こ
か
ら
引ひ

き

出だ

　
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
中ち

ゅ
う

南な
ん

米べ
い

対た
い

日に
ち

理り

解か
い

促そ
く

進し
ん

プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通つ
う

じ
て
、
伯は

っ

国こ
く

な
ど
の
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

６
カ
国こ

く

か
ら
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

ら
が
、
１
月が

つ

２
８
日に

ち

か

ら
２
月が

つ

４
日か

ま
で
訪ほ

う

日に
ち

し
、

『
活か

っ

性せ
い

化か

』
を
目も

く

的て
き

に
活か

つ

動ど
う

す
る
各か

く

種し
ゅ

団だ
ん

体た
い

を
視し

察さ
つ

し

た
。１
５
日に

ち

午ご
ご後
２
時じ

か
ら
、

文ぶ
ん

協き
ょ
うビ
ル
内な

い

県け
ん

連れ
ん

事じ

務む

所し
ょ

に

て
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

が
催も

よ
お

さ
れ
、
伯は

っ

国こ
く

か
ら
参さ

ん

加か

し
た
市い

ち

川か
わ

利と
し

雄お

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う（
７
０
、
二に

世せ
い

）、
聖せ

い

市し

エ
ス
ポ
セ
ン
タ

ー
の
営え

い

業ぎ
ょ
う・
市し

場じ
ょ
う

調ち
ょ
う

査さ

部ぶ

長ち
ょ
うの
ウ
ィ
リ
ア
ン
・
ロ
ペ
ス

氏し

（
４
０
）
ら
が
報ほ

う

告こ
く

を
行

お
こ
な

っ
た
。

　
「
ご
当と

う

地ち

グ
ル
メ
で
ま
ち

お
こ
し
団だ

ん

体た
い

連れ
ん

絡ら
く

協き
ょ
う

議ぎ

会か
い

」

（
通つ

う

称し
ょ
う

愛あ
い

Ｂ
リ
ー
グ
）
の
訪ほ

う

問も
ん

で
は
、
全ぜ

ん

国こ
く

各か
く

地ち

の
ご
当と

う

地ち

料り
ょ
う

理り

の
人に

ん

気き

投と
う

票ひ
ょ
うを
行お

こ
な

う

「
Ｂ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
説せ

つ

明め
い

を
受う

け
た
。

　

同ど
う

イ
ベ
ン
ト
は
、
愛あ

い

Ｂ
リ

ー
グ
と
開か

い

催さ
い

地ち

域い
き

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と

な
り
運う

ん

営え
い

し
て
い
る
。
来ら

い

場
じ
ょ
う

し
た
お
金か

ね

を
５
つ
の
口こ

う

座ざ

に

移う
つ

す
よ
う
依い

頼ら
い

さ
れ
て
い
た

と
い
う
。
そ
の
口こ

う

座ざ

の
う
ち

３
つ
は
同ど

う

議ぎ

員い
ん

名め
い

義ぎ

。
残の

こ

り

２
つ
も
同ど

う

議ぎ

員い
ん

が
管か

ん

理り

す
る

非ひ

営え
い

利り

団だ
ん

体た
い

と
い
う
。
副ふ

く

長
ち
ょ
う

官か
ん

は
、「
こ
の
犯は

ん

罪ざ
い

に
は
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
物ぶ

っ

的て
き

な
証

し
ょ
う

拠こ

が
あ
り
、
容よ

う

疑ぎ

者し
ゃ

の
関か

ん

与よ

を
示し

め

し
て
い
る
」

と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
た
。

　
こ
の
件け

ん

は
、
第だ

い

１
小

し
ょ
う

法ほ
う

廷て
い

客き
ゃ
くに
た
く
さ
ん
の
料

り
ょ
う

理り

を
食た

べ
て
も
ら
う
た
め
提て

い

供き
ょ
うさ
れ

る
一ひ

と

皿さ
ら

は
小ち

い

さ
め
、
低て

い

価か

格か
く

に
抑お

さ

え
ら
れ
て
い
る
。

　

来ら
い

場じ
ょ
う

客き
ゃ
く

は
会か

い

場じ
ょ
う

内な
い

で
現げ

ん

金き
ん

代が

わ
り
に
使し

用よ
う

さ
れ
る
チ

ケ
ッ
ト
で
料

り
ょ
う

理り

を
購こ

う

入に
ゅ
う

す

る
。
余あ

ま

っ
た
チ
ケ
ッ
ト
は
イ

ベ
ン
ト
が
行お

こ
な

わ
れ
る
地ち

域い
き

の

「
チ
ケ
ッ
ト
利り

用よ
う

協き
ょ
う

力り
ょ
く

店て
ん

」

で
使し

用よ
う

で
き
る
た
め
、
グ
ラ

ン
プ
リ
開か

い

催さ
い

地ち

、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

ど

ち
ら
も
地ち

域い
き

の
ア
ピ
ー
ル
が

で
き
る
。

　
【
共き

ょ
う

 ど
う同
】
皇こ

う

 た
い

 し

太
子
さ
ま
が

３
月が

つ

１
６
～
２
２
日に

ち

、
第だ

い

８

回か
い

世せ

 か
い界
水み

ず

フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の

出し
ゅ
っ

 せ
き
席
な
ど
の
た
め
ブ
ラ
ジ
ル

を
訪ほ

う

 も
ん問
さ
れ
る
こ
と
が
２
３

日に
ち

、
閣か

く

 ぎ議
で
了

り
ょ
う

 し
ょ
う
承
さ
れ
た
。

宮く

 な
い

 ち
ょ
う

内
庁
は
「
私し

 て
き的
な
旅り

ょ

 こ
う行
」

と
位い

 ち

 づ
置
付
け
て
い
る
。

　

皇こ
う

 た
い

 し

太
子
さ
ま
は
１
６
日に

ち

に
成な

り

 た田
を
出し

ゅ
っ

 ぱ
つ発
。
米べ

い

 こ
く国
に

立た

ち
寄よ

り
、
い
ず
れ
も
現げ

ん

 ち地

時じ

 か
ん間
で
、
１
８
日に

ち

に
ブ
ラ
ジ

　
イ
ン
ス
テ
ィ
ツ
ー
ト
・
Ｎ
Ａ

Ｋ
・
ド
・
ブ
ラ
ジ
ル
（
Ｉ
Ｎ

Ｂ
、
北き

た

川が
わ

ジ
ュ
リ
ア
好よ

し

美み

会か
い

長ち
ょ
う）
は
『
定て

い

期き

総そ
う

会か
い

』
を
３

月が
つ

２
４
日に

ち

午ご
ご後
６
時じ

半は
ん

（
２

次じ

招し
ょ
う

集し
ゅ
う

）
か
ら
、
佐さ

賀が

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

（R
u

a P
an

d
ia 

C
alogeras, 1

0
8

）
で
開ひ

ら

く
。

　

昨さ
く

年ね
ん

度ど

の
収

し
ゅ
う

支し

・
事じ

業ぎ
ょ
う

報ほ
う

告こ
く

、
今こ

ん

年ね
ん

度ど

の
予よ

算さ
ん

案あ
ん

や
事じ

業ぎ
ょ
う

計け
い

画か
く

に
つ
い
て
会か

い

議ぎ

す
る
。

教き
ょ
う

研け
ん

究き
ゅ
う

機き

関か
ん

と
し
て
「
ハ
ッ

ピ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ユ
ニ
バ

ー
シ
テ
ィ
ー
」（
千ち

葉ば

県け
ん

長ち
ょ
う

生せ
い

郡ぐ
ん

）
を
有ゆ

う

し
て
い
る
。
１
４

年ね
ん

に
文も

ん

部ぶ

科か

学が
く

省し
ょ
うに
対た

い

し
て

大だ
い

学が
く

と
し
て
の
認に

ん

可か

を
申し

ん

請せ
い

し
た
が
、
申し

ん

請せ
い

書し
ょ

類る
い

に
は
記き

載さ
い

の
な
い
「
霊れ

い

言げ
ん

学が
く

」
が
学が

く

問も
ん

の
要よ

う

件け
ん

と
し
て
は
認み

と

め
ら

れ
て
い
な
い
と
し
て
、
大だ

い

学が
く

設せ
っ

置ち

が
認み

と

め
ら
れ
な
か
っ
た

と
か
。
現げ

ん

在ざ
い

は
無む

認に
ん

可か

学が
っ

校こ
う

で
は
あ
る
が
、
１
５
年ね

ん

か
ら

開か
い

校こ
う

し
た
。
当と

う

地ち

で
は
、
昨さ

く

年ね
ん

１
月が

つ

に
創そ

う

価か

学が
っ

会か
い

が
、
小

し
ょ
う

中ち
ゅ
う

高こ
う

一い
っ

貫か
ん

校こ
う

の
新し

ん

校こ
う

舎し
ゃ

を
ア

ク
リ
マ
ソ
ン
区く

に
設せ

つ

立り
つ

し
た
。

幸こ
う

福ふ
く

の
科か

学が
く

も
、
当と

う

地ち

で
学が

っ

校こ
う

を
設せ

つ

立り
つ

す
る
日ひ

が
い
ず
れ

は
く
る
か
も
？

　

連れ
ん

邦ぽ
う

議ぎ

員い
ん

で
あ
る
西に

し

森も
り

氏し

に
は
「
法ほ

う

的て
き

特と
っ

権け
ん

」（fo
ro 

p
rivileg

iad
o

）
が
あ
る

た
め
、
最さ

い

初し
ょ

か
ら
最さ

い

高こ
う

裁さ
い

扱
あ
つ
か

い
。
今こ

ん

後ご

ど
ん
な
判は

ん

決け
つ

が
出で

て
も
上

じ
ょ
う

訴そ

す
る
可か

能の
う

性せ
い

が
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
あ
る
。
最さ

い

高こ
う

裁さ
い

に
は
案あ

ん

件け
ん

が
山や

ま

積づ

み
で
あ
り
、
今こ

ん

回か
い

は
受じ

ゅ

理り

し
た
の
み
。
今こ

ん

後ご

審し
ん

議ぎ

が
始は

じ

ま
り
、
最さ

い

終し
ゅ
う

判は
ん

決け
つ

が

パ
州し

ゅ
う

１
１
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

影え
い

響き
ょ
う

な
し

架か

空く
う

職し
ょ
く

員い
ん

通つ
う

じ
て
２
８
０
万ま

ん

レ
？

　

市い
ち

川か
わ

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
「
各か

く

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

の
郷

き
ょ
う

土ど

料り
ょ
う

理り

が
揃そ

ろ

う
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
も
こ
の
案あ

ん

が

使つ
か

え
る
の
で
は
」
と
評

ひ
ょ
う

価か

し

た
。

　

世せ

界か
い

的て
き

に
有ゆ

う

名め
い

な
「
鼓こ

童ど
う

」
は
、
太た

い

鼓こ

を
学ま

な

び
た
い

外が
い

国こ
く

人じ
ん

も
研け

ん

修し
ゅ
う

生せ
い

と
し
て
受う

け
入い

れ
て
い
る
。
太た

い

鼓こ

の
演え

ん

奏そ
う

技ぎ

法ほ
う

の
ほ
か
、
太た

い

鼓こ

の
作つ

く

り
方か

た

を
学ま

な

ぶ
。
さ
ら
に
佐さ

渡ど

市し

の
中な

か

で
研け

ん

修し
ゅ
うが
行お

こ
な

わ
れ
る

こ
と
で
、
佐さ

渡ど

市し

の
訪ほ

う

問も
ん

者し
ゃ

増ぞ
う

加か

に
も
繋つ

な

が
っ
て
い
る
。

日に

本ほ
ん

祭ま
つ
り

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

、
地ち

域い
き

活か
っ

性せ
い

化か

行ぎ
ょ
う

事じ

学ま
な

ぶ

中ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

対た
い

日に
ち

理り

解か
い

促そ
く

進し
ん

プ
ロ
グ
ラ
ム

３
月が

つ

、
水み

ず

フ
ォ
ー
ラ
ム
に

皇こ
う

 た
い

 し
太
子
さ
ま
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ

明め
い

を
受う

け
た
日に

本ほ
ん

各か
く

地ち

の
祭

ま
つ
り

に
団だ

ん

体た
い

で
観か

ん

光こ
う

さ
せ
る
「
祭

ま
つ
り

ツ
ア
ー
」
だ
そ
う
だ
。「
こ

れ
は
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
に
関か

ん

係け
い

な

く
、
地ち

域い
き

活か
っ

性せ
い

化か

の
た
め

伯は
っ

国こ
く

全ぜ
ん

土ど

で
使つ

か

え
る
旅り

ょ

行こ
う

案あ
ん

　

宗
し
ゅ
う

教き
ょ
う

法ほ
う

人じ
ん

「
幸こ

う

福ふ
く

の
科か

学が
く

」（
大お

お

川か
わ

隆り
ゅ
う

法ほ
う

総そ
う

裁さ
い

）
の

ブ
ラ
ジ
ル
本ほ

ん

部ぶ

（
村む

ら

田た

健け
ん

治じ

本ほ
ん

部ぶ

長ち
ょ
う

）
は
、
薬や

く

学が
く

博は
く

士し

の
今い

ま

井い

二じ

朗ろ
う

氏し

を
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
、
無む

料り
ょ
う

公こ
う

開か
い

セ
ミ
ナ
ー

『
心こ

こ
ろ

、
健け

ん

康こ
う

そ
し
て
成せ

い

功こ
う

』

を
、
３
月が

つ

１
０
日か

午ご

後ご

３
時じ

か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
正

し
ょ
う

心し
ん

館か
ん

（R
u

a D
om

in
go

s d
e 

M
o

ra
is, 115

4
, V

ila 

M
arian

a

）
で
行お

こ
な

う
。

　

今い
ま

井い

氏し

は
７
３
年ね

ん

に
慶け

い

應お
う

義ぎ

塾じ
ゅ
く

大だ
い

学が
く

卒そ
つ

。
７
９
年ね

ん

に

東と
う

北ほ
く

大だ
い

学が
く

卒そ
つ

、
博は

く

士し

号ご
う

を
取し

ゅ

得と
く

。
８
４
年ね

ん

に
米べ

い

国こ
く

立り
つ

衛え
い

生せ
い

研け
ん

究き
ゅ
う

所じ
ょ

で
研け

ん

究き
ゅ
う

員い
ん

等な
ど

を
務つ

と

め
た
後の

ち

、
幸こ

う

福ふ
く

の
科か

学が
く

へ
入

に
ゅ
う

局き
ょ
く。
世せ

界か
い

伝で
ん

統と
う

講こ
う

師し

と
し
て

世せ

界か
い

３
０
カ
国こ

く

以い

上じ
ょ
うを
巡め

ぐ

り

布ふ

教き
ょ
う

活か
つ

動ど
う

を
行お

こ
な

う
ほ
か
、
幸こ

う

福ふ
く

の
科か

学が
く

大だ
い

学が
く

で
も
教

き
ょ
う

鞭べ
ん

を
と
る
。

　

今こ
ん

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
薬や

く

学が
く

博は
く

士し

で
あ
る
今い

ま

井い

氏し

は
、
心

こ
こ
ろ

の
持も

ち
方か

た

が
、
健け

ん

康こ
う

と
成せ

い

功こ
う

に
ど
の
よ
う
な
影え

い

響き
ょ
うを
与あ

た

え

る
の
か
を
講こ

う

義ぎ

す
る
。
ま
た
、

信し
ん

者じ
ゃ

向む

け
に
は
、
３
、４
の

両り
ょ
う

日じ
つ

に
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

講こ
う

義ぎ

、
１
１

日に
ち

に
リ
ー
ダ
ー
研け

ん

修し
ゅ
うも
実じ

っ

施し

さ
れ
る
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
村む

ら

田た

本ほ
ん

部ぶ

長ち
ょ
う、
福ふ

く

沢ざ
わ

マ
ヤ
渉

し
ょ
う

外が
い

担た
ん

当と
う

、
酒さ

か

井い

憲け
ん

司じ

さ
ん
は
、

「
心こ

こ
ろ

の
持も

ち
方か

た

が
病

び
ょ
う

気き

の
快か

い

復ふ
く

に
影え

い

響き
ょ
うを
与あ

た

え
る
研け

ん

究き
ゅ
うも

出で

て
く
る
な
ど
、
医い

学が
く

が
よ

う
や
く
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うに
追お

い
つ
い
て

公
こう

金
きん

横
おう

領
りょう

告
こく

発
はつ

を最
さい

高
こう

裁
さい

受
じゅ

理
り

西
にし

森
もり

連
れん

邦
ぽう

下
か

議
ぎ

（７） ２０１８年第４９４３号 	 ２月	２４日	（土曜日）

ブ
ラ
ジ
ル
Ｎ
Ａ
Ｋ

定て
い
期き

総そ
う
会か
い
、
来ら
い
月げ
つ
２
４
日か

今い
ま

井い

博は
く

士し

招ま
ね

き
、
来ら

い

月げ
つ

１
０
日か

公こ
う

開か
い

セ
ミ
ナ
ー
「
心こ

こ
ろ、
健け

ん

康こ
う

そ
し
て
成せ

い

功こ
う

」

幸
こう
福
ふく
の科

か
学
がく

　

救
き
ゅ
う

済さ
い

会か
い

「
憩い

こ
い

の
園そ

の

」（
佐さ

藤と
う

直す
な
お

会か
い

長ち
ょ
う
）
は
、『
第だ

い

６
６

回か
い

定て
い

期き

総そ
う

会か
い

』
を
来ら

い

月げ
つ

１
０

日か

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

（
第だ

い

二に

次じ

召し
ょ
う

集し
ゅ
う

）
か
ら
、
聖せ

い

市し

文ぶ
ん

協
き
ょ
う

ビ
ル
５
階か

い

の
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
婦ふ

人じ
ん

会か
い

事じ

務む

所し
ょ

（R
u

a Sao 
Jo

aq
u

im
, 3

8
1

）
で
開ひ

ら

く
。

　

議ぎ

題だ
い

は
昨さ

く

年ね
ん

の
事じ

業ぎ
ょ
う、
会か

い

計け
い

報ほ
う

告こ
く

及お
よ

び
、
今こ

ん

年ね
ん

度ど

の
事じ

業ぎ
ょ
う

計け
い

画か
く

と
予よ

算さ
ん

審し
ん

議ぎ

。
ま
た

理り

事じ

、
監か

ん

査さ

役や
く

、
顧こ

問も
ん

の
選せ

ん

挙き
ょ

を
行お

こ
な

う
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
同ど

う

会か
い

（
１

１
・
３
２
０
８
・
７
２
４
８
）

ま
で
。 憩い

こ
い

の

園そ
の

定て
い
期き

総そ
う
会か
い
、
１
０
日か

訪
ほう

日
にち

の様
よう

子
す

（提
てい

供
きょう

: ロペスさん）

　

ロ
ペ
ス
氏し

が
関か

ん

心し
ん

を
持も

っ
た
の
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社し

ゃ

か
ら
説せ

つ

き
た
。
医い

学が
く

と
信し

ん

仰こ
う

の
関か

ん

係け
い

性せ
い

を
解と

き
明あ

か
す
、
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
内な

い

容よ
う

に
な
る
の
で
は
」
と

意い

義ぎ

を
語か

た

り
、
参さ

ん

加か

を
呼よ

び

か
け
た
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
幸こ

う

福ふ
く

の
科か

学が
く

ブ
ラ
ジ
ル
本ほ

ん

部ぶ

（
１
１

・
５
０
８
８
・３
８
０
０
）
ま

で
。

（
左ひ

だ
り

か
ら
）
酒さ

か

井い

さ
ん
、
村む

ら

田た

本ほ
ん

部ぶ

長ち
ょ
う、
福ふ

く

沢ざ
わ

渉し
ょ
う外が
い

担た
ん

当と
う

だ
」
と
語か

た

っ
た
。

　

ま
た
、
今こ

ん

回か
い

の
訪ほ

う

日に
ち

に
つ

い
て
「
多お

お

く
の
地ち

域い
き

の
困こ

ん

難な
ん

や
そ
れ
に
立た

ち
向む

か
う
住

じ
ゅ
う

民み
ん

の
努ど

力り
ょ
くを
見み

る
こ
と
が
で
き

た
」
と
振ふ

り
返か

え

っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
地ち

域い
き

活か
っ

性せ
い

化か

東と
う

京き
ょ
う

都と

台た
い

東と
う

区く

の
「
浅あ

さ

草く
さ

サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ
ル
」、
千ち

葉ば

県け
ん

勝か
つ

浦う
ら

市し

の
「
ビ
ッ
グ
ひ

な
祭ま

つ

り
」、「
松ま

つ

野の

竹た
け

灯と
う

籠ろ
う

ま

つ
り
」
の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

団だ
ん

体た
い

か
ら
地ち

域い
き

活か
っ

性せ
い

化か

活か
つ

動ど
う

や
、
江え

戸ど

時じ

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

団だ
ん

体た
い

「
藝げ

い

○ま
る

座ざ

」、「
江え

戸ど

か
っ
ぽ
れ
」
な

ど
文ぶ

ん

化か

継け
い

承し
ょ
うを
続つ

づ

け
る
団だ

ん

体た
い

か
ら
説せ

つ

明め
い

を
受う

け
た
。

パ
ラ
ナ
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
祭さ

い

典て
ん

委い

員い
ん

長ち
ょ
うで
も
あ
る
西に

し

森も
り

下か

議ぎ

ル
の
首し

ゅ

 と都
ブ
ラ
ジ
リ
ア
に
入は

い

る
。
１
９
日に

ち

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開か
い

 か
い会
式し

き

で
は
英え

い

 ご語
で
あ
い
さ

つ
し
、
午ご

 ご後
に
は
基き

 ち
ょ
う調
講こ

う

 え
ん演

を
予よ

 て
い定
し
て
い
る
。
２
０
日か

に
は
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
水み

ず

危き

 き機
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
会か

い

 ご
う合
に

出し
ゅ
っ

 せ
き
席
す
る
。
滞た

い

 ざ
い在
中ち

ゅ
う、
日に

っ

 け
い系

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

と
懇こ

ん

 だ
ん談
す
る

機き

 か
い会
も
あ
る
。
２
０
日か

に

ブ
ラ
ジ
リ
ア
を
離は

な

れ
、
米べ

い

 こ
く国

経け
い

 ゆ由
で
帰き

 こ
く国
す
る
。

　

皇こ
う

 た
い

 し

太
子
さ
ま
は
、
水み

ず

問も
ん

 だ
い題

へ
の
考こ

う

 さ
つ察
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

対た
い

一い
ち

で
の
対た

い

話わ

が
重

じ
ゅ
う

要よ
う

」
だ
と

の
こ
と
。
ラ
ジ
オ
番ば

ん

組ぐ
み

等な
ど

で

取と
り

上あ

げ
ら
れ
る
と
、
正

し
ょ
う

心し
ん

館か
ん

に
人ひ

と

が
押お

し
寄よ

せ
る
が
、
あ

く
ま
で
も
一い

っ

過か

性せ
い

。
ま
ず
は
、

正し
ょ
う

心し
ん

館か
ん

に
来き

て
も
ら
う
こ
と

が
重

じ
ゅ
う

要よ
う

だ
が
、
そ
こ
か
ら
信し

ん

者じ
ゃ

と
な
り
、
通か

よ

っ
て
も
ら
う

の
に
は
時じ

間か
ん

を
要よ

う

す
る
よ
う

だ
。
一い

っ

方ぽ
う

、
幸こ

う

福ふ
く

の
科か

学が
く

は
、

　

幸こ
う

福ふ
く

の
科か

学が
く

の
村む

ら

田た

本ほ
ん

部ぶ

長ち
ょ
うに
布ふ

教き
ょ
う

活か
つ

動ど
う

に
つ
い
て
聞き

く
と
、「
縁え

ん

が
あ
る
人ひ

と

と
の
一い

っ

の
ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
モ
ラ
エ

ス
最さ

い

高こ
う

裁さ
い

判は
ん

事じ

が
報ほ

う

告こ
く

官か
ん

と

な
っ
て
、
ま
ず
連れ

ん

邦ぽ
う

検け
ん

察さ
つ

庁
ち
ょ
う

の
起き

訴そ

書し
ょ

類る
い

を
受じ

ゅ

理り

す
る
判は

ん

断だ
ん

を
宣せ

ん

言げ
ん

し
、
マ
ル
コ
・
ア

ウ
レ
リ
オ
・
メ
ロ
判は

ん

事じ

、
ロ
ー

ザ
・
ヴ
ェ
ベ
ル
判は

ん

事じ

、
ル
イ
ス・

ロ
ベ
ル
ト
・
バ
ロ
ゾ
判は

ん

事じ

、
ル

イ
ス
・
フ
ッ
ク
ス
判は

ん

事じ

も
続つ

づ

い

た
。

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
メ

キ
シ
コ
や
ト
ル
コ
で
開ひ

ら

か
れ
た

同ど
う

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出

し
ゅ
っ

 せ
き席し
て
い

る
。

２００８年
ねん

、移
い

民
みん

百
　ひゃく

周
　　 しゅう

年
　　  ねん

の際
さい

に来
らい

伯
はく

された皇
こう

太
たい

子
し

さま
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Príncipe herdeiro do Japão vai 
participar do Fórum Mundial da 
Água no Brasil

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Família Imperial (23/02/2018)

O príncipe herdeiro Na-
ruhito do Japão irá partici-
par do 8º Fórum Mundial 
da Água em Brasília no mês 
que vem.
Na sexta-feira, a Agência da 
Casa Imperial informou que 
o príncipe herdeiro irá partir 
do Japão no dia 16 de mar-

ço. Ele vai viajar ao Brasil 
via Miami em um voo co-
mercial.
O príncipe vai participar da 
cerimônia de abertura do 
evento no dia 19 daquele 
mês. Ele irá proferir o dis-
curso inaugural em um pai-
nel sobre água e desastres 

mais tarde no mesmo dia.
O príncipe herdeiro vai com-
parecer a um almoço orga-
nizado pelo presidente do 
Brasil, Michel Temer. Ele 
também irá visitar uma ex-
posição que mostra como o 
governo japonês e empresas 
privadas estão enfrentando 

A patinadora japonesa de 
velocidade no gelo Nao Ko-
daira disse que realizou um 
sonho.
Foi assim que a atleta des-
creveu a sua conquista do 
ouro na prova dos 500 me-

problemas relacionados à 
água.
Ele retornará ao Japão no 
dia 22 de março.
O príncipe herdeiro foi pre-
sidente honorário por oito 
anos, até 2015, do Painel 
Consultivo sobre Água e 
Saneamento do Secretaria-
do-Geral da ONU.

Pyeongchang (19/02/2018)

Patinadora japonesa que ganhou ouro em 
Pyeongchang diz ter realizado sonho

tros dos Jogos Olímpicos de 
Inverno de Pyeongchang.
Ela conversou com repór-
teres na segunda-feira, um 
dia após subir ao pódio. Ao 
completar a prova em 36,94 
segundos, Kodaira bateu o 

recorde olímpico.
A patinadora afirmou que 
foi uma grande honra ter 
faturado o ouro, e disse que 
planeja mostrar a medalha 
para os seus fãs em breve.
Kodaira também afirmou 

O governo do Japão infor-
ma que a cerimônia de abdi-
cação do imperador Akihito 
será realizada em caráter de 
evento de Estado, no dia 30 
de abril de 2019.
Um comitê de preparação, 
liderado pelo secretário-
chefe do gabinete japonês, 
Yoshihide Suga, está or-
ganizando a abdicação do 
imperador para o dia 30 de 
abril de 2019, e a ascensão 

do príncipe herdeiro Na-
ruhito ao trono para o dia 
seguinte.
Membros do comitê aprova-
ram diretrizes básicas para a 
cerimônia em uma reunião 
na terça-feira, após ouvirem 
especialistas, incluindo o 
ex-juiz da Corte Suprema, 
Itsuo Sonobe.
Segundo o plano, a ceri-
mônia será conduzida para 
informar a população ja-

ponesa sobre a abdicação. 
Ela será a última ocasião na 
qual o imperador se encon-
trará com o representante do 
povo, o primeiro-ministro 
do Japão.
Na cerimônia, o premiê irá 
manifestar gratidão ao im-
perador em nome do povo 
japonês, e o imperador fará 
um último pronunciamento 
à nação.
A atual lei japonesa não pre-

Cerimônia de abdicação do imperador 
japonês marcada para 30 de abril de 2019

Família Imperial (20/02/2018)

vê uma cerimônia de abdi-
cação. O comitê concordou 
em preparar uma legislação 
para o tema.
O plano também inclui um 
tributo ao legado de 30 anos 
do imperador, num evento a 
ser realizado no Teatro Na-
cional em Tóquio em feve-
reiro do próximo ano, cerca 
de 2 meses antes da abdica-
ção.

Centenas de pessoas com-
pareceram a uma cerimônia 
em comemoração ao Dia de 
Takeshima, na província de 
Shimane, no oeste do Japão.
O lado japonês reivindica 
as disputadas Ilhas Takeshi-
ma, que estão localizadas no 
Mar do Japão e são contro-
ladas pela Coreia do Sul.
A cerimônia anual ocorreu, 
na quinta-feira, na cidade de 
Matsue. Em 2005, autorida-

O governo japonês estuda 
a possibilidade de ampliar a 
autorização de ingresso no 
Japão de estrangeiros com 
qualificações profissionais e 
técnicas como meio de ali-
viar a escassez de trabalha-
dores no país.
O primeiro-ministro, Shin-
zo Abe, ordenou terça-feira 

Disputa Territorial (22/02/2018)

Trabalhadores Estrangeiros (23/02/2018)

Província japonesa realiza cerimônia 
em comemoração a ilhas sob disputa 
com a Coreia do Sul

Japão estuda a possibilidade de receber mais 
profissionais de fora do país

des municipais designaram 
a data de 22 de fevereiro 
como o Dia de Takeshima. 
Foi nesse dia, em 1905, que 
o Japão incorporou as ilhas 
como parte de Shimane.
Cerca de 450 pessoas com-
pareceram ao evento, in-
cluindo autoridades do 
governo provincial, da As-
sembleia Legislativa e do 
município ao qual perten-
cem as ilhas.

a autoridades que preparem 
medidas específicas para o 
recebimento de trabalhado-
res estrangeiros com habili-
dades especiais em número 
maior que o atual. Contudo, 
eles não serão autorizados a 
trazer familiares e o seu pe-
ríodo de permanência será 
limitado.

Selos comemorativos com 
fotos do popular patinador 
no gelo Yuzuru Hanyu co-
meçaram a ser vendidos 
nesta segunda-feira em dez 
agências dos Correios do 
Japão. O atleta é bicampeão 
olímpico de patinação ar-
tística e conquistou sua se-
gunda medalha de ouro nos 
Jogos Olímpicos de Inverno 
de Pyeongchang.

O Japão e a Mongólia 
concordaram em aumentar 
a pressão contra a Coreia do 
Norte, que continua com o 
seu desenvolvimento nucle-
ar e de mísseis.
Taro Kono, ministro dos 
Negócios Estrangeiros do 
Japão, encontrou-se com 
Damdin Tsogtbaatar, minis-
tro do Exterior da Mongólia, 
em Tóquio, na quinta-feira.
Na reunião, Kono disse que 
a comunidade internacional 
deve se unir para lidar com 
a questão da Coreia do Nor-

Pyeongchang (20/02/2018)

Coreia do Norte (23/02/2018)

Japan Post inicia venda de 
selos comemorativos com 
fotos do medalhista Hanyu

Japão e Mongólia concordam em impor 
mais pressão sobre Coreia do Norte

Alguns dos selos trazem 
imagens da apresentação 
de Hanyu nas Olimpí-
adas. Também há um 
com a foto do patinador 
segurando uma medalha 
de ouro. O conjunto traz 
cinco selos e custa cerca 
de 13 dólares. Ele tam-
bém pode ser adquirido 
através do site da Japan 
Post.

te. Ele enfatizou a ne-
cessidade de maximizar 
a pressão sobre aquele 
país em vários campos, 
incluindo a implementa-
ção das sanções do Con-
selho de Segurança das 
Nações Unidas.
Eles concordaram em 
trabalhar juntos para am-
pliar a pressão sobre o 
país após os Jogos Olím-
picos e Paralímpicos de 
PyeongChang, que estão 
sendo realizados na Co-
reia do Sul.

que ainda planeja continuar 
a competir como patinadora 
de velocidade. A japonesa 
quer bater o recorde mun-
dial na prova dos 500 me-
tros na última competição 
desta temporada, que irá 
acontecer no Canadá.

O vice-governador Takayuki 
Fujiwara leu em voz alta 
uma mensagem do governa-
dor Zembee Mizoguchi, que 
não compareceu à cerimônia 
devido a uma enfermidade.
Na mensagem, Mizoguchi 
afirmou que as Takeshima 
são parte inerente do territó-
rio japonês, mas foram ocu-
padas ilegalmente pelo lado 
sul-coreano por mais de 60 
anos. Disse que a questão 

O governo vai formar uma 
equipe de trabalho conjun-
ta com autoridades de mi-
nistérios relacionados para 
estudar a possibilidade de 
aumento do número de tra-
balhadores estrangeiros no 
Japão.
Atualmente vistos de tra-
balho são concedidos para 

deveria ser resolvida pacifi-
camente através de esforços 
diplomáticos entre o Japão e 
a Coreia do Sul.
Já o vice-ministro parla-
mentar do gabinete japonês, 
Yuhei Yamashita, declarou 
que, na condição de funcio-
nário governamental, se la-
mentava pela contínua ocu-
pação ilegal das Takeshima 
pelos sul-coreanos. Disse 
que o governo vai lidar de 
maneira resoluta com Seul, 
sob um amplo ponto de vis-
ta, e continuar se esforçando 
dentro e fora do país para 
disseminar a compreensão 
correta da posição e das rei-
vindicações japonesas.

18 categorias profissionais, 
como de professor universi-
tário, médico e advogado.
A equipe vai examinar a es-
cassez de profissionais em 
seis setores: cuidados assis-
tenciais, construção, trans-
portes, serviços, varejo e 
agricultura.
Além disso os integrantes da 
equipe vão revisar as exigên-
cias impostas à concessão 
de vistos de trabalho, como 
domínio do idioma japonês 
e qualificações profissionais.
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